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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球が入賞可能な入賞装置を備える遊技領域が形成された遊技盤と、
　前記遊技盤を着脱可能に収容保持する収容枠部が設けられた枠部材と、
　前記収容枠部の下側に位置する前記枠部材の下部領域に設けられ、この下部領域を上方
に延びて設けられた発射レールを有して前記発射レールの上端の発射口から前記遊技盤の
上部に位置する前記遊技領域への入口部に向けて上方に遊技球を発射させる打球発射装置
と、
　前記枠部材の後面側に設けられ、前記打球発射装置から発射されて前記入口部を通って
前記遊技領域内に入った遊技球が前記入賞装置に入賞することに応じて賞球としての遊技
球を払い出す球払出装置と、
　前記枠部材の前面側に突出して取り付けられて遊技球を貯留する皿部材および前記皿部
材に繋がって形成されて前記皿部材に貯留された遊技球を整列させて前記打球発射装置に
供給する案内通路を有した球皿と、
　前記皿部材に貯留された遊技球を排出させる第１の球抜き機構と、
　前記案内通路に位置する遊技球を排出させる第２の球抜き機構と、
　前記枠部材に設けられ前記球払出装置から払い出された遊技球を前記球皿に導く球払出
通路を備えた弾球遊技機において、
　前記発射レールの上方側に設けられ、前記打球発射装置により前記発射口から上方に発
射された遊技球のうち、前記入口部から前記遊技領域に到達できずに落下して戻ってくる
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ファール遊技球を回収するファール球回収部材を有し、
　前記ファール球回収部材が前記発射レールの上部を一体に有して形成され、前記発射口
の左右両側において上方に開口するファール球回収口を有した左右のファール球回収部と
、前記発射レールおよび前記ファール球回収部に対して前後方向に並んで位置して左右に
延びるファール球回収通路が形成されており、
　前記左右のファール球回収部がそれぞれ前記ファール球回収通路に繋がり、前記発射レ
ールが前記左右のファール球回収部の底面より上方に突出して前記発射口が前記左右のフ
ァール球回収部の底面より上方に位置し、前記打球発射装置から上方に発射されて前記入
口部から前記遊技領域に到達できずに落下して戻ってくるファール遊技球が、前記ファー
ル球回収口から前記ファール球回収部内に回収されて前記ファール球回収通路内に流入回
収されるように構成されており、
　前記皿部材の下方に遊技球を排出させるための導出路を有した通路部材が設けられてお
り、
　前記第１の球抜き機構により前記皿部材から排出された遊技球を受け入れる第１球抜き
路が前記導出路と繋がって設けられ、前記第２の球抜き機構により前記案内通路から排出
された遊技球を受け入れる第２球抜き路が前記導出路と繋がって設けられており、前記第
１および前記第２球抜き路に受け入れた遊技球を前記導出路において合流させて排出させ
るように構成されており、
　前記ファール球回収通路が左右方向一端側に向かって斜め下方に延び、前記ファール球
回収通路に流入したファール遊技球が前記左右方向一端側に流れて前記球皿に設けられた
球皿通出口を通って前記球皿に流出するように構成されていることを特徴とする弾球遊技
機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技盤と、遊技盤に遊技球を発射させる打球発射装置と、遊技球を打球発射
装置に供給する球皿とを備える弾球遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　上記のような弾球遊技機の代表例としてパチンコ機がある。パチンコ機では、一般的に
は、遊技盤が装着された前枠の前面下部に上下２段の球皿が設けられ、上球皿の背後に位
置する前枠の下部領域に打球発射装置が取り付けられている。遊技者が発射操作を行うと
この操作に基づいて上球皿に貯留された遊技球が１球ずつ打球発射装置に供給され、遊技
盤に打ち出されて遊技が開始されるようになっている。前枠の裏側には、遊技盤における
入賞状態に応じて遊技球（賞球という）を払い出す球払出装置が設けられており、球払出
装置から払い出された賞球が常には優先的に上球皿に導かれ、上球皿の球充満時以降には
下球皿に排出するように構成されている。
【０００３】
　上下の球皿の各々には、貯留された遊技球を排出させる球抜き機構が設けられている。
このうち、上球皿に設けられる上球抜き機構は、一般的には、上球皿に貯留された遊技球
を１列に整列させて打球発射装置に案内する案内通路の下流端に開閉可能に設けられた弁
部材と、案内通路と下球皿との間を繋ぎ常には弁部材により閉鎖された球抜き通路と、遊
技者の球抜き操作に応じて弁部材を開放させ案内通路と球抜き通路とを練通させる開閉機
構とを備え、上球皿側の遊技球を球抜き通路を介して下球皿に流下させるようになってい
る。また下球皿に設けられる下球抜き機構は下球皿の底面に形成された球抜き口と、この
球抜き口を開閉可能に設けられた弁部材と、遊技者の球抜き操作に応じて弁部材を開放さ
せる開閉機構とを備え、下球皿側の遊技球を下方に用意された球箱に排出し得るように構
成されている。
【０００４】
　ところが、このような球抜き機構では、とくに上球抜き機構の開閉弁が遊技球を１列に
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整列させて打球発射装置に案内する案内通路の下流部に設けられていることから、上球皿
側の遊技球を下球皿に流下させるのに時間がかかり、とくに、打ち止め時のように上球皿
に多量の遊技球が貯留された状態で遊技を終了したときには、ゲーム終了後もなお球抜き
のためだけに長時間遊技機から離れることができないという問題があった。
【０００５】
　このため、近年では、上球皿に二つの球抜き機構を設けて球抜き作業の迅速化を図った
パチンコ機も提案されている。この場合に、遊技終了時の球抜き時間を短縮させるととも
に、遊技中の大当たり時に遊技を続行しながら上球皿の貯留球を抜く球抜き操作も可能と
するためには、球抜き口を案内通路の下流部とその反対側の球皿上流部に設けることが合
理的であり、この２カ所に球抜き機構を設けることが一般的である。一方、２カ所の球抜
き機構を同時操作すれば上球皿から下球皿への球抜き時間は早くなるが、下球皿から球箱
への排出も行わなければならないため、上下の球抜き機構を繰り返し操作することが煩雑
であるという問題が生じる。そこで、上球皿の２カ所の球抜き機構をそれぞれ単独開閉で
き、かつ両機構を連動させて一括開閉することもできる球抜き機構が考案されている（例
えば、特許文献１，特許文献２を参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特許第２５５１８８８号公報（第６頁、第２，５，６図）
【特許文献２】特許第２５７７２８６号公報（第７頁、第２，５，６図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、球皿の２カ所に独立した球抜き機構を設けると、個々の球抜き機構の構
成は単純でも、両機構の取付部を中心として球皿本体の造形が複雑化するうえ、球皿内部
への細かい部品の組み付け作業に時間を要するなど、球皿全体としてみたときに、部材コ
ストの上昇や生産性の悪化が予測された以上に大きな問題となってきた。
【０００８】
　さらに、独立した２カ所の球抜き機構を単独開閉および一括開閉がともにできるような
構造を球皿本体に設けるとすれば、球皿本体および内部の機構構造がさらに複雑化し、上
記部材コストの上昇および組み立て作業性の悪化がより鮮明に解決すべき課題としてクロ
ーズアップされてきた。このため、部品構成や組み立て作業性をも考慮して迅速な球抜き
処理が可能な球抜き装置が求められていた。
【０００９】
　本発明は上記のような課題に鑑みてなされたものであり、球皿本体を含む部品構成を複
雑化させることなく、迅速な球抜き処理が可能な球抜き装置を有した弾球遊技機を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するため、本発明に係る弾球遊技機は、遊技球が入賞可能な入賞装置を
備える遊技領域が形成された遊技盤と、前記遊技盤を着脱可能に収容保持する収容枠部が
設けられた枠部材と、前記収容枠部の下側に位置する前記枠部材の下部領域に設けられ、
この下部領域を上方に延びて設けられた発射レールを有して前記発射レールの上端の発射
口から前記遊技盤の上部に位置する前記遊技領域への入口部に向けて上方に遊技球を発射
させる打球発射装置と、前記枠部材の後面側に設けられ、前記打球発射装置から発射され
て前記入口部を通って前記遊技領域内に入った遊技球が前記入賞装置に入賞することに応
じて賞球としての遊技球を払い出す球払出装置と、前記枠部材の前面側に突出して取り付
けられて遊技球を貯留する皿部材および前記皿部材に繋がって形成されて前記皿部材に貯
留された遊技球を整列させて前記打球発射装置に供給する案内通路を有した球皿と、前記
皿部材に貯留された遊技球を排出させる第１の球抜き機構と、前記案内通路に位置する遊
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技球を排出させる第２の球抜き機構と、前記枠部材に設けられ前記球払出装置から払い出
された遊技球を前記球皿に導く球払出通路を備えて構成される。その上で、前記発射レー
ルの上方側に設けられ、前記打球発射装置により前記発射口から上方に発射された遊技球
のうち、前記入口部から前記遊技領域に到達できずに落下して戻ってくるファール遊技球
を回収するファール球回収部材を有し、前記ファール球回収部材が前記発射レールの上部
を一体に有して形成され、前記発射口の左右両側において上方に開口するファール球回収
口を有した左右のファール球回収部と、前記発射レールおよび前記ファール球回収部に対
して前後方向に並んで位置して左右に延びるファール球回収通路が形成されており、前記
左右のファール球回収部がそれぞれ前記ファール球回収通路に繋がり、前記発射レールが
前記左右のファール球回収部の底面より上方に突出して前記発射口が前記左右のファール
球回収部の底面より上方に位置し、前記打球発射装置から上方に発射されて前記入口部か
ら前記遊技領域に到達できずに落下して戻ってくるファール遊技球が、前記ファール球回
収口から前記ファール球回収部内に回収されて前記ファール球回収通路内に流入回収され
るように構成されており、前記皿部材の下方に遊技球を排出させるための導出路を有した
通路部材が設けられており、前記第１の球抜き機構により前記皿部材から排出された遊技
球を受け入れる第１球抜き路が前記導出路と繋がって設けられ、前記第２の球抜き機構に
より前記案内通路から排出された遊技球を受け入れる第２球抜き路が前記導出路と繋がっ
て設けられており、前記第１および前記第２球抜き路に受け入れた遊技球を前記導出路に
おいて合流させて排出させるように構成されており、前記ファール球回収通路が左右方向
一端側に向かって斜め下方に延び、前記ファール球回収通路に流入したファール遊技球が
前記左右方向一端側に流れて前記球皿に設けられた球皿通出口を通って前記球皿に流出す
るように構成されている。
【００１１】
　このような構成の弾球遊技機によれば、第１および第２の２つの球抜き機構により皿部
材に貯留された遊技球を迅速に排出させることができる。さらに、ファール球回収部材が
発射レールの上部を一体に有して形成され、左右のファール球回収部がそれぞれファール
球回収通路に繋がり、発射口が左右のファール球回収部の底面より上方に位置するので、
打球発射装置から上方に発射されて入口部から遊技領域に到達できずに落下して戻ってく
るファール遊技球が、ファール球回収口からファール球回収部内に効率よく回収されてフ
ァール球回収通路内に流入回収することができる。また、第１球抜き通路および第２球抜
き通路が通路部材の導出路と繋がって設けられているため、第１の球抜き機構により皿部
材から排出された遊技球および第２の球抜き機構により前記案内通路から排出された遊技
球を導出路に合流させて受け入れて纏めて排出することができ、排出構造をシンプルなも
のとすることができ、効率的な遊技球の回収が可能となる。
【発明の効果】
【００１３】
　以上説明したように、本発明では、遊技盤に遊技球を発射させる打球発射装置と、皿部
材に貯留された遊技球を案内通路に整列させて打球発射装置に供給する球皿とを備える弾
球遊技機にあって、皿部材に貯留された遊技球を排出させる第１の球抜き機構と、案内通
路に位置する遊技球を排出させる第２の球抜き機構とを備え、第１の球抜き機構の機構部
と第２の球抜き機構の機構部とが一体にユニット化されて球皿に設けられ、球抜き装置が
構成される。
【００１４】
　このような構成の球抜き装置によれば、第１の球抜き機構の機構部と第２の球抜き機構
の機構部とが一体のユニットとして形成され、このユニットが球皿に取り付けられる構成
のため、比較的大型かつ複雑な曲面形状の球皿本体に多数の細かな造形を成型する必要や
、入り組んだ球皿の内部に多数の細かな部品を直接取り付ける必要がない。また、一体化
された球抜きユニットは球皿本体の組み立てラインと別ラインで容易に組み立てることが
でき、こうして部分組み立てされた球抜きユニットを球皿本体に組み付ければよい。この
ため、組み立て作業性や生産性を大幅に向上させることができる。
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【００１５】
　さらに、このように二つの球抜き機構を一つのユニットとして構成することで、二つの
球抜き機構を一括開閉させる連繋構造を設ける場合であっても、この連繋構造はユニット
内で構成すればよいため、球皿本体の内部構造を複雑化したり組み立て作業性を悪化させ
ることなく設けることができる。また、一体のユニット内で操作部を近接配置することも
可能であり、遊技者が片手操作で単独開閉も一括開閉も任意に行える球抜き装置を容易に
構成し得る。従って、球皿本体を含む部品構成を複雑化させることなく組み立て作業性を
改善して、迅速な球抜き処理が可能な球抜き装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明に係る球抜き装置を備えた弾球遊技機の一例として示すパチンコ機の正面
図である。
【図２】上記パチンコ機の背面図である。
【図３】ガラス扉および球皿を開放し遊技盤を取り外した状態における上記パチンコ機の
正面図である。
【図４】前枠からガラス扉、球皿、遊技盤、裏セット盤などを取り外した分解状態におけ
る各部の正面図である。
【図５】前枠からガラス扉、球皿、遊技盤、裏セット盤などを取り外した分解状態におけ
る各部の背面図である。
【図６】図１中の矢印VI－VI方向に見たパチンコ機ＰＭの平断面図である。
【図７】球皿を取り外した状態で示す遊技補助盤の正面図である。
【図８】遊技補助盤を前枠の裏面側から見た背面図である。
【図９】球皿の正面図である。
【図１０】球皿の背面図である。
【図１１】球皿の内部構造を略示する背面図である。
【図１２】遊技補助盤における発射装置の近傍領域を拡大して示す正面図である。
【図１３】図１２中の矢印XIII－XIII方向に見た側断面図である。
【図１４】球払出装置から下方の球通路を主として示す裏セット盤の背面図である。
【図１５】図１４中の矢印XV－XV方向に見た側断面図である。
【図１６】図１２中の矢印XVI～方向に見た平断面図である。
【図１７】図１６と略同一高さで貯留ケースの右側部分を見た平断面図である。
【図１８】球皿が閉鎖保持された状態における枠側シャッタと皿側シャッタとの連携関係
を主として示す側断面図である。
【図１９】球皿が閉鎖保持された状態における枠側シャッタの正面図である。
【図２０】球皿を開放した状態における枠側シャッタの正面図である。
【図２１】枠側シャッタを構成する枠側シャッタユニット分解正面図(Ａ)、および右側面
図(Ｂ)である。
【図２２】球皿を開放した状態で球皿の裏面側から皿側シャッタを見た背面図である。
【図２３】皿側シャッタを構成する皿側シャッタユニットの正面図(Ａ)、および分解背面
図(Ｂ)である。
【図２４】球皿を開閉したときの皿側シャッタの作用を説明する側断面図である。
【図２５】球抜きユニットの分解状態を主として示す平面図である。
【図２６】球抜きユニットを皿部材の底面に取り付けて第１および第２球抜き機構をとも
に開状態にしたときの平面図である。
【図２７】皿部材の底面に取り付けられた球抜きユニットの底面図である。
【図２８】皿部材の底面に取り付けられた球抜きユニットの正面図である。
【図２９】皿部材の底面に取り付けられた球抜きユニットの背面図である。
【図３０】球皿の組み立て状態における第２球抜き弁の近傍の背面図である。
【図３１】第１球抜き機構による球抜き状態を主として示す側断面図である。
【図３２】球抜き機構に併設された満杯報知システムのブロック図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の好ましい実施形態について、好適な実施例を挙げて添付図面を参照しな
がら詳細に説明する。なお実施例では、前枠の正面奥部に遊技盤が収容保持された形態の
パチンコ機に本発明を適用した場合を主として説明する。
【００１８】
　まず、本実施例のパチンコ機ＰＭの概要構成を図１～図５の各図を参照して要約説明す
る。ここで、図１はパチンコ機ＰＭの正面図、図２はパチンコ機ＰＭの背面図、図３はガ
ラス扉５および球皿６を開放して遊技盤１０を取り外した状態におけるパチンコ機ＰＭの
正面図、図４および図５は前枠２からガラス扉５、球皿６、遊技盤１０、裏セット盤３０
などを取り外した分解状態における各部の正面図および背面図である。
【００１９】
　パチンコ機ＰＭは外郭方形枠サイズに構成されて縦向きの固定保持枠をなす外枠１の開
口前面に、これに合わせた方形枠サイズに構成されて開閉搭載用の前枠２が互いの正面左
側上下に配設されたヒンジ機構３ａ，３ｂで横開き開閉および着脱が可能に取り付けられ
、正面右側に設けられたダブル錠と称される施錠装置４を利用して常には外枠１と係合さ
れた閉鎖状態に保持される。
【００２０】
　前枠２の前面側には、前枠２の前面域に合わせた方形状のガラス扉５および球皿６が正
面左側に設けられたヒンジ機構７ａ，７ｂ，７ｃを利用して横開き開閉および着脱可能に
組付けられ、正面右側の施錠装置４および球皿施錠装置９により前枠２の前面を覆う閉鎖
状態に保持される。球皿６の右側下部には遊技球の発射操作を行う操作ハンドル８が取り
付けられている。前枠２の上部には方形枠状の収容枠２ａが前枠２と一体に成型されてお
り、この収容枠２ａに設けられた複数のレバーＬ1，Ｌ1…を利用して遊技盤１０が着脱可
能にセット保持される。
【００２１】
　遊技盤１０は、所定板厚の積層合板を切断およびルーター加工して、表面にセルを貼り
付けた化粧板（ベニヤとも称される）１１を基板として構成される。化粧板１１の正面側
には、帯板状のガイドレール１２および上下２分割のレール飾り１３が固設されて内側に
略円形の遊技領域ＰＡが区画され、この遊技領域ＰＡに多数本の遊技釘とともに風車や各
種入賞具１４、遊技の進行状況に応じて所定の図柄を表示させる図柄表示装置１５などが
設けられている。
【００２２】
　遊技領域ＰＡの入口部には遊技領域ＰＡに発射された遊技球が再び発射装置２１側に戻
ることを規制する球戻り規制片１６が取り付けられ、遊技領域ＰＡの下端部には入賞具１
４に入賞せずに落下した遊技球を遊技盤１０の裏面側に排出させるアウト口１７が設けら
れている。化粧板１１の裏面側には、各入賞具１４に入賞した遊技球（セーフ球という）
を検出する入賞球検出器、セーフ球を集合させる球寄せカバー１８、図柄表示装置１５の
作動制御を行う画像制御基板９５などが取り付けられている。
【００２３】
　収容枠２ａの下側に位置する前枠２の下部領域には遊技補助盤と称される補助機構部が
形成されており、この遊技補助盤２０の各部に、遊技盤１０に向けて遊技球を打ち出す打
球発射装置２１、所定容積の収容空間を有して球皿６に排出しきれない遊技球を一時貯留
する貯留ケース２５、貯留ケース２５の出口に設けられた枠側シャッタ２８、遊技の展開
状態に応じて効果音を発生させる音響装置４０などが設けられている。
【００２４】
　前枠２の裏面側には、中央に前後連通する窓口を有して前枠２よりもやや小型の方形枠
状に形成された裏セット盤３０が、前枠２の裏側に設けられた複数のレバーＬ2，Ｌ2…を
利用して着脱可能にセット保持される。裏セット盤３０の各部には、遊技球を貯留する球
貯留タンク３１、球貯留タンク３１から供給された遊技球を流下させる過程で前後２列に
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整列させるタンクレール３２、所定数量の遊技球を整列状態で待機させる待機通路３３、
遊技盤１０における入賞状態等に基づいて遊技球を払い出す球払出装置３４、球払出装置
３４から払い出された遊技球を貯留ケース２５に導く球払出通路３５などの賞球装置が装
備されるとともに、電源基盤９１や主基板９２などの各種回路基盤および電子部品等が取
り付けられ、これらの各機器および遊技盤１０の裏面に取り付けられた画像制御基板９５
が図示省略するワイヤーハーネスで接続されている。
【００２５】
　パチンコ機ＰＭは、前枠２、ガラス扉５および球皿６がともに閉止され施錠された状態
で遊技に供され、球皿６に遊技球を貯留させて操作ハンドル８を回動操作することにより
遊技が開始される。操作ハンドル８が回動操作されると、球皿６に貯留された遊技球が打
球発射装置２１により１球ずつ遊技盤１０の遊技領域ＰＡに打ち出され、以降パチンコゲ
ームが展開される。
【００２６】
　以上のように概要構成されるパチンコ機ＰＭにおいて、以下、図６～図１１の各図を参
照して、遊技補助盤２０および球皿６の構成についてもう少し詳しく説明する。ここで、
図６は図１中の矢印VI－VI方向に見たパチンコ機ＰＭの平断面図、図７は球皿６を取り外
した状態で示す遊技補助盤２０の正面図、図８は遊技補助盤２０を前枠２の裏面側から見
た背面図、図９は球皿６の正面図、図１０は球皿６の背面図、図１１は後述するあて板６
１を取り外して球皿６の内部構造を略示する背面図である。
【００２７】
　遊技補助盤２０の左下部に打球発射装置２１が配設されている。打球発射装置２１は主
要機構がユニット化された発射装置ユニット２１０を主体とし、このユニット２１０が遊
技補助盤２０の発射装置取付部２１ａに取り付けられて構成される（発射装置２１の周辺
領域を拡大して示す図１２を併せて参照）。
【００２８】
　発射装置ユニット２１０は、発射装置取付部２１ａの背面側の収容形態に合わせて形成
されたベースプレート２１１を基板とし、その背面側にロータリーソレノイド２１２およ
びその制御回路が、前面側にハンマ２１３、クッションゴム２１４，２１５、発射球ホル
ダ２１６などの機構部材が取り付けられて構成される。一方、発射装置取付部２１ａには
、発射装置ユニット２１０の前面側の発射機構部を挿通させる取付開口２１ｂが形成され
るとともに（図５を参照）、その開口縁部が前方に突出成型されてリブ状の仕切壁２１ｃ
が形成され、発射装置２１の駆動領域を区画している。
【００２９】
　発射装置ユニット２１０は、前枠２の裏面側から発射装置取付部２１ａに装着され、ネ
ジ２１８，２１８…によって固定保持される。発射装置取付部２１ａには、仕切壁２１ｃ
に取り囲まれた駆動領域の前面を覆う発射装置カバー２１ｄが横開き開閉可能に取り付け
られており、遊技球の飛散を防止するとともに、保守点検時等における作業の安全性を確
保している。
【００３０】
　打球発射装置２１の上方には、発射球ホルダ２１６から左斜め上方に延びて、平断面視
凹状の発射レール２１ｈが設けられている。発射レール２１ｈの上部は遊技補助盤２０の
左上部に取り付けられたファール球回収部材２２に形成されており、その上端に発射口２
２ｈが開口している。また、球皿６の背面には、この発射レール２１ｈと位置整合して斜
め上方に延びるガイドリブ７２ｈが形成されており、球皿６を閉鎖したときに発射レール
２１ｈとガイドリブ７２ｈとで筒状の発射球通路を形成し、打球発射装置２１から打ち出
された遊技球を遊技盤１０のガイドレール１２に向けて案内する。ファール球回収部材２
２には、発射口２２ｈの左右に位置して上方に開口するファール球回収口２２ｆ，２２ｆ
が形成されている。
【００３１】
　遊技補助盤２０の上部は、盤面が後方に大きく張り出されて断面視凹状の貯留ケース収
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容部２４が形成され、この貯留ケース収容部２４に貯留ケース２５が収容保持される。貯
留ケース２５は、全体として正面左側が薄く右側が厚い底面傾斜形態の横長箱状体をなし
、所定数量の遊技球を貯留可能な収容空間が形成されている。
【００３２】
　なお、貯留ケース２５を含む球通路の構成および遊技球の流れについては後に詳述する
が、ここで予め簡単に概要説明すると、貯留ケース２５の左側面にはファール球導入口が
形成されており、ファール球回収口２２ｆで回収された遊技球（ファール球）がこのファ
ール球導入口からケース内に流入して流下可能になっている。また貯留ケース２５の左上
部には賞球導入口が形成されており、球払出装置３４から払い出された遊技球（賞球）が
この賞球導入口からケース内に流入して流下可能になっている。そして、貯留ケース２５
の右端前面にはケース出口２５ｄが設けられて常には閉鎖状態にある球皿６の球皿通出口
６１ｄと繋がっており、ケース内を流下した遊技球がこのケース出口２５ｄから球皿６に
排出されるようになっている。貯留ケース２５は、遊技補助盤２０におけるシャッタ取付
部２６に上下にスライド移動可能に取り付けられた係止部材２７により、貯留ケース収容
部２４に収容セットされた状態で係止保持される。
【００３３】
　貯留ケースのケース出口２５ｄと位置整合して枠側シャッタ２８が設けられている。枠
側シャッタ２８はユニット化されており、球皿６の開閉操作と連動して昇降変位する枠側
シャッタブレード２８５を備えた枠側シャッタユニット２８０がシャッタ取付部２６に着
脱可能に取り付けられる。シャッタ取付部２６の下部には誤操作防止用のシャッタストッ
パ２９が左右にスライド移動可能に取り付けられている。なお、この枠側シャッタ２８に
ついても後に詳述する。
【００３４】
　遊技補助盤２０の中央部は後方に膨出成型されており、正面左側の発射装置取付部２１
ａ、上側のカッセット収容部２４、右側のシャッタ取付部２６、および下側の前枠下縁に
周囲を取り囲まれるように窪んだスピーカ収容部が形成されている。そして、このスピー
カ収容部からシャッタ取付部２６の裏側を利用して音響装置４０における遊技補助盤側の
音響構造が設けられている。
【００３５】
　遊技補助盤側の音響構造は、スピーカ４１、スピーカ４１をマウントするとともにスピ
ーカ収容室５１を形成させるスピーカベース４２、スピーカ収容室５１に隣接して取り付
けられ後方音室５３を形成させるエンクロージャカバー４３、バスレフ効果を発揮させる
ダクト４４などから構成される。
【００３６】
　スピーカベース４２は、正面にスピーカ４１のコーンを露出させる円形開口が設けられ
開口の周縁にスピーカフレームをネジ固定するネジボスが形成されたバッフルプレート部
と、スピーカ収容部の形状に合わせてバッフルプレート部から後方に延びスピーカ４１の
左側方に仕切壁を形成させるサイドカバー部とからなる。スピーカ４１はスピーカベース
４２にネジ固定されたうえで遊技補助盤のスピーカ収容部に取り付けられ、円形開口を通
してコーンを臨ませるとともに、バッフルプレートの後方に周囲が壁面で取り囲まれスピ
ーカ４１の本体部を収容するスピーカ収容室５１が形成される。
【００３７】
　このスピーカ収容室５１に隣接するシャッタ取付部２６の背面側にエンクロージャカバ
ー４３が取り付けられ後方音室５３が形成される。エンクロージャカバー４３は、スピー
カ収容室５１と接する側の側壁を欠いて左右に延びる蓋状体からなり、詳細図示省略する
係止突起でスピーカ収容部の側壁面およびシャッタ取付部２６に係脱可能に係止され、取
付ネジ４８により固定される。
【００３８】
　スピーカ収容室５１と後方音室５３との間を仕切る側壁面には、両室５１，５３を連通
させる開口５２が形成されており（図１８を参照）、この開口５２によりスピーカ収容室
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５１と後方音室５３とが一体化されて、これら両室の内容積を合わせた大容積のエンクロ
ージャ（スピーカボックス）が形成される。後方音室５３の内部にはシャッタ取付部２６
から後方に突出する円筒状のダクト４４が設けられ、その前端がシャッタ取付部２６の前
面に開口してポート４４ｐが形成されている。
【００３９】
　このように、遊技補助盤２０の背面側にスピーカ収容室５１と略同一の奥行きを有して
左右に延びる後方音室５３を形成させることで、必要にして充分な容積のエンクロージャ
を備えた本格的なバスレフ型スピーカを構成することができ、これによりスピーカ口径を
単純に拡大するだけでは得られなかった低音域を再生して広帯域で臨場感あふれる効果音
を再生することができる。
【００４０】
　一方、常には遊技補助盤２０の前面を覆って閉鎖保持される球皿６は、この構造体の基
板となるあて板６１、遊技球を貯留する皿部材６２、前方に張り出し成型され、あて板６
１および皿部材６２の前方を覆う外郭カバー体６３，６４、あて板と外郭カバー体との間
の球皿内部に設けられた通路部材６５などを基本的な構造部材とし、各部に球抜き装置な
ど種々の機構装置が装備されて構成される。
【００４１】
　遊技補助盤２０と対峙して配設されるあて板６１の背面には、既述した遊技補助盤２０
側の各機構に対応した機構装置が装備されている。すなわち、貯留ケース２５に対応して
貯留ケース透視窓７５が、枠側シャッタ２８に対応して皿側シャッタ７８が、打球発射装
置２１に対応して球送りカセット７１がそれぞれ設けられている。
【００４２】
　貯留ケース透視窓７５は、透明樹脂材料を用いて一体成型されており、球皿６の閉鎖姿
勢において貯留ケース２５の直前に位置するあて板６１の背面側にネジ固定される。これ
により、常には閉鎖保持される球皿６の背後にあって遊技補助盤２０に収容保持された貯
留ケース２５の内部の状態を、この貯留ケース透視窓７５を通してパチンコ機ＰＭの正面
から確認できるようになっている。
【００４３】
　あて板６１には、球皿６の閉鎖姿勢において貯留ケースのケース出口２５ｄと位置整合
する球皿通出口６１ｄが形成されており、貯留ケース２５を流下した遊技球がケース出口
２５ｄおよび球皿通出口６１ｄを通って皿部材６２に排出されるようになっている。球皿
通出口６１ｄにはこの開口部を開閉する皿側シャッタ７８が設けられている。皿側シャッ
タ７８はユニット化されており、球皿６の開閉操作と連動して昇降変位する皿側シャッタ
ブレード７８５を備えた皿側シャッタユニット７８０が取り付けられて、球皿通出口６１
ｄの開閉を行うようになっている。皿側シャッタ７８は枠側シャッタ２８と対峙して設け
られており、これらのシャッタ機構の構成および作用については後に詳細に説明する。
【００４４】
　あて板６１の前方に取り付けられる皿部材６２は、全体として上面開放の皿形態をなし
、多数の遊技球を貯留可能になっている。皿部材６２における皿部分は、背面視において
右方向に緩く下傾するとともに傾斜下流に向けて遊技球を集合させて流下させる案内皿部
６２ａと、この案内皿部６２ａと滑らかに繋がり背面視において右方向に緩く上傾する貯
留皿部６２ｂとからなり、貯留される遊技球の増加に応じて案内皿部６２ａから貯留皿部
６２ｂに貯留されるようになっている。案内皿部６２ａは、その傾斜下流部で案内通路７
２に繋がっており、案内皿部６２ａで整列された遊技球が１列に並んで流下し得るように
なっている。
【００４５】
　案内皿部６２ａの底面中央部には、直径３cm程度の比較的大口径の球抜き口６２ｃが形
成されるとともに第１球抜き路７３が設けられ、常には閉鎖位置に保持される第１球抜き
機構８１の弁板８１５ｂによって閉鎖されている。案内通路７２は次述する球送りカセッ
ト７１に遊技球を案内する球通路であり、球送りカセット７１に遊技球を供給するカセッ
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ト口７２ｂの下側でＶ字状に折り返され第２球抜き路７４が形成されている。案内通路７
２と第２球抜き路７４とは、常には閉鎖位置に保持される第２球抜き機構８２の弁板８２
５ｂよって遮断されている。
【００４６】
　皿部材６２の下方には通路部材６５が設けられている。通路部材６５の内側には、上部
に設けられた受容口で第１球抜き路７３と繋がり、背面視における右側部に設けられた合
流口７４ｂで第２球抜き路７４と繋がり、これらの球抜き路７３，７４に排出された遊技
球を球皿６の下面中央部に形成された出口開口５９に導く下方導出路５７が形成されてい
る。
【００４７】
　あて板６１には、下方導出路５７および案内通路７２の通路位置および形状に合わせて
前後に貫通する通路開口が形成されるとともに、それぞれの通路開口を覆って導出路カバ
ー６６，案内通路カバー６７が揺動開閉および閉鎖保持可能に取り付けられている。これ
により、下方導出路５７や案内通路７２の清掃や保守点検、あるいはこれらの球通路内に
遊技球が詰まった場合の球抜き処置等が容易に行えるようになっている。
【００４８】
　球送りカセット７１は、遊技補助盤２０の正面図を示す図７中に二点鎖線で付記するよ
うに、球皿６の閉鎖姿勢において打球発射装置２１の直前に位置して配設される。上述し
たように、皿部材６２には貯留された遊技球を一列に整列させて球送りカセット７１に案
内する案内通路７２が形成されており、この案内通路７２に整列待機された遊技球が、常
には閉鎖保持される第２球抜き機構８２の弁板８２５ｂの上方に開口するカセット口７２
ｂから球送りカセット７１内に導かれる。
【００４９】
　球送りカセット７１の内部には、遊技球を１球ずつ受容して送り出す球送りカム７１ｃ
が上下揺動可能に設けられるとともに、この球送りカム７１ｃを揺動させる電磁石７１ｅ
が装着されている。球送りカセット７１の球送り作動、すなわち球送りカム７１ｃを揺動
させる電磁石のＯＮ／ＯＦＦ制御は、打球発射装置２１におけるハンマ２１３を駆動する
ロータリーソレノイド２１２の作動と同期制御されており、操作ハンドル８の回動操作に
基づいて打球発射装置２１から遊技球が発射されるごとに、カセット口７２ｂから１球ず
つ遊技球を受容して発射球ホルダ２１６に送り出すようになっている（図１３を参照）。
【００５０】
　また、あて板６１には音響装置４０における球皿側の音響構造が設けられている。球皿
側の音響構造は、あて板６１から後方に突出成型されて前方音室５５を形成させる前方音
室壁４５、外郭カバー体６３から後方に突出成型されて前方導出路５６を形成させる前方
導出壁４６、球抜き機構８１，８２の排出経路を兼用し下方導出路５７を形成させる通路
部材６５などを主体として構成される。
【００５１】
　前方音室壁４５は、あて板６１から後方に突出して一体成型されたリブ状の壁面からな
り、バッフルプレート部の円形開口領域からポート４４ｐの開口領域の外周を取り囲んで
遊技補助盤２０とあて板６１との間に前方音室５５を形成させ、スピーカ４１のコーンか
ら前方に放出される効果音、およびダクト４４のポート４４ｐから前方に放出される効果
音が上下または左右に拡散することを防止する。ポート４４ｐの前方には、あて板６１を
前後に貫通する前方導出口が設けられ、前方導出壁４６で囲まれた前方導出路５６と繋が
っている。
【００５２】
　前方導出壁４６は、外郭カバー体６３から後方に突出して一体成型されたリブ状の壁面
からなり、これらの壁面および通路部材６５の側壁面によって効果音を球皿６の前方に導
く前方導出路５６を形成する。このため、前方音室５５に発せられた効果音のうち、主と
してポート４４ｐから放出された低音域の効果音が前方導出路５６を通って効率的に前方
に導かれ、外郭カバー体６３の前面に形成されたルーバ状の音響グリル５８からパチンコ
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機前方に発せられる。
【００５３】
　一方、スピーカ４１の前方には、既述した下方導出路５７における合流下降部が位置し
、スピーカ４１の正面にはこの合流下降部を覆う導出路カバー６６の合流カバー部が位置
している。合流カバー部には、カバー面を貫通して小径の透孔６６ｈが多数設けられてお
り、このカバー面を挟んで前方の下方導出路５７に効果音を透過させる構造になっている
。また、スピーカベース４２のバッフルプレート部は取付姿勢において所定角度下向きに
なるように設定されており、スピーカベース４２を介して取り付けられたスピーカ４１が
所定角度前傾した下向姿勢で配設される。
【００５４】
　このため、前方音室５５に発せられた効果音のうち、主としてスピーカ４１から斜め下
向きに放出された中高音域の効果音が多数の透孔６６ｈを通って下方導出路５７に放出さ
れ、この導出路で効率的に下方に導かれて、球皿６の下面に形成された出口開口５９から
下方に向けて発せられる。
【００５５】
　従って、遊技補助盤２０に設けられた本格的なバスレフ型スピーカ構成（遊技補助盤側
の音響構造）により、広い周波数帯域にわたって臨場感あふれた効果音を再生できるとと
もに、球皿側の音響構造により、主として低音域の効果音が前方導出路５６に導かれて球
皿前方の音響グリル５８からパチンコ機ＰＭの前方に放出され、主として中高音域の効果
音が下方導出路５７に導かれて球皿下面の出口開口５９から下向きに放出される。このた
め、臨場感にあふれ、かつ再生音域によって指向性が異なる複雑な効果音で、上下に広が
りのある立体的な音場空間を形成させることができるようになっている。
【００５６】
　以上のように構成されるパチンコ機ＰＭにあって、打球発射装置２１によって遊技盤１
０に向けて打ち出された遊技球（発射球）は、その後の遊技盤１０における落下形態によ
り次の３種類に分類称呼される。すなわち、球戻り規制片１６を越えられず遊技領域ＰＡ
に到達することなく打球発射装置２１側に戻ってくる「ファール球」、遊技領域ＰＡを落
下する過程で落入形態の入賞装置１４に入賞した「セーフ球」、入賞装置１４に入賞する
ことなく遊技領域ＰＡを落下し下端のアウト口１７に集められた「アウト球」である。
【００５７】
　また、入賞装置１４に入賞したセーフ球は、各入賞装置に設けられた入賞球検出器によ
って検出され、その入賞状態に応じた数量の遊技球が球払出装置３４から払い出される。
このように入賞状態に応じて払い出された褒賞としての遊技球は「賞球」と称呼される。
【００５８】
　本パチンコ機ＰＭには、これら各種の遊技球に対応した球処理構造が設けられており、
以下、図１２から図１７の各図を併せて参照しながら説明する。ここで、図１２は遊技補
助盤２０における発射装置２１の近傍領域を拡大して示す正面図、図１３は図１２中の矢
印XIII－XIII方向に見た側断面図、図１４は球払出装置３４から下方の球通路を主として
示す裏セット盤３０の背面図、図１５は図１４中の矢印XV－XV方向（図１６における矢印
XV－XV方向）に見た側断面図、図１６は図１２中の矢印XVI～方向に見た平断面図、図１
７は図１６と略同一高さで貯留ケース２５の右側部分を見た平断面図である。
【００５９】
　まず、個別の球処理構造を説明するに先立ち、ファール球および賞球の球流れにおける
中心的な流路構成部材となる貯留ケース２５の構成について、以下詳細に説明する。
【００６０】
　貯留ケース２５は、既に概要説明したように、全体として正面左側が薄く右側が厚い底
面傾斜形態の横長箱状体をなし、所定数量の遊技球を貯留可能な収容空間が形成されてい
る。貯留ケース２５の左側面にはファール球導入口２５ｆ、貯留ケースの左上部には賞球
導入口２５ｓ、貯留ケースの右端前面にはケース出口２５ｄが設けられており常には閉鎖
状態にある球皿６の球皿通出口６１ｄと繋がっている。
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【００６１】
　例示する貯留ケース２５では、緩く傾斜する底面およびこの底面を取り囲む囲壁を有し
て上面開放の樋状に成型されたケース本体２５１と、このケース本体２５１に揺動開閉可
能に枢結されてケース本体２５１の上部を覆う蓋部材２５２と、蓋部材２５２の前面側に
着脱可能に接続された透視部材２５３とからなり、これら各部材に囲まれたケース内に、
約４００～４５０球程度の所定数量の遊技球を貯留可能な収容空間（以下、「主収容空間
」という）Ｓ１を形成する。
【００６２】
　貯留ケース２５を構成するケース本体２５１，蓋部材２５２，透視部材２５３の各部材
は、例えば、ＡＢＳ樹脂等の樹脂材料用いて射出成型等の成形手段で成型され、このうち
少なくとも透視部材２５３には透明材料が用いられて成型されたうえ、各部材が係合連結
されて組み立てられる。
【００６３】
　ケース本体２５１は、正面左側から右前方に向けて緩く傾斜する底面およびこの底面を
取り囲んで上方に立設された囲壁を主体として構成され、上面開放の樋状に成型されてい
る。前後左右の囲壁のうち、正面左側の囲壁には前後略中央に位置して開口するファール
球受容口２５ｆが形成されており、このファール球受容口２５ｆからケース内に遊技球を
受容可能になっている。
【００６４】
　ケース本体２５１の底面には適宜な間隔をおいて前後に延びるリブ２５１ａが形成され
、貯留ケース収容部２４の支持面に支持される。ケース本体２５１の後部には、前後連通
する円形の係合孔を有して下方に突出する位置決めフランジ２５１ｂが成型されており、
貯留ケース収容部２４に前方に突出成型された位置決め突起２４ｂと前後方向に係脱自在
に係合し、貯留ケース２５が上下および左右方向に位置決めされる。またケース本体２５
１における底面の前方には左右方向に延びる係止辺２５１ｃが一体成型されており、貯留
ケース収容部２４における支持面下側の前端面に当接して貯留ケース２５が前後方向に位
置決めされ、既述した係止部材２７により係止されるようになっている（図７を参照）。
【００６５】
　左右の囲壁の後方上部には、互いに内方に突出する軸状のヒンジ突起２５１ｄが成型さ
れるとともに、その前後がスリット状に囲壁から切り離されて左右に弾性変位可能になっ
ている。一方、蓋部材２５２には、左右のヒンジ突起２５１ｄと位置整合する左右端部に
ヒンジ突起２５１ｄと嵌脱可能な円孔状のヒンジ孔２５２ｄが成型されており、左右のヒ
ンジ突起２５１ｄに軸受孔２５２ｄを嵌合接続させることで、蓋部材２５２が上下に揺動
開閉可能に枢結される。
【００６６】
　蓋部材２５２には、左側上面に上下を貫通して開口する略矩形の賞球受容口２５ｓが形
成されるとともに、この開口内側の賞球が落入してくる領域には、斜め前方に向けて主収
容空間Ｓ１内に突出する庇状の緩衝ガイド部２５２ｓが設けられており、落下してくる賞
球を一旦受け止めて遊技球同士の衝突による飛散を防止し、滑らかに主収容空間Ｓ１内に
流入させるようになっている。
【００６７】
　また、賞球受容開口２５ｓの左側縁に隣接して、上方に突出して前後に延びる２本のリ
ブ状の突起によりガイドレール２５２ｃが形成されており、貯留ケース収容部２４の整合
位置に下方に突出成型されたガイド突起２４ｃと係合するようになっている。このため、
貯留ケース２５はガイドレール２５２ｃおよびガイド突起２４ｃの係合により前後方向に
のみスライド着脱可能に貯留ケース収容部２４に支持され、貯留ケース２５の上部におい
ても左右方向に位置決めされるほか、後述するロック爪に加えて蓋部材２５２の開放が物
理的に規制され、セルやピアノ線等を用いた不正行為を効果的に防止し得るようになって
いる。
【００６８】
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　透視部材２５３は、蓋部材２５２の前方に着脱可能に連結され蓋部材２５２と一体にな
ってケース本体２５１に揺動開閉可能に取り付けられる。透視部材２５３の前面左側には
ケース本体２５１の底面と係脱可能なロック爪２５３ｅが形成されており、蓋部材２５２
を閉止させた状態で係止保持する。このように蓋部材２５１および透視部材２５３が閉止
保持された状態では、透視部材２５３を通して貯留ケース２５の内部の状態を透視するこ
とができ、主収容空間Ｓ１に貯留された遊技球の貯留状態や、ケース内を転動流下する遊
技球の流下状態等を貯留ケース２５の前面側から（さらに既述した透視窓７５を通してパ
チンコ機の前面側から）視認することができる。
【００６９】
　一方、貯留ケース２５の右端部では、ケース本体２５１における前方の囲壁および蓋部
材２５２の前方の縁部が切り欠かれて前方に開口するケース出口２５ｄが形成されている
。ケース出口２５ｄの近傍部では、球皿６が閉鎖された状態における球皿通出口６１ｄの
開口高さに合わせて蓋部材２５２の上面高さが低く成型されて球均し部２５２ｆが設けら
れており（図７、および枠側シャッタ２８，皿側シャッタ７８の側断面を示す図１８を参
照）、貯留された遊技球を平らに均して球詰まりなく皿部材６２に流下させるようになっ
ている。
【００７０】
　ここで、上記のように蓋部材２５２の上面を低く成型して球均し部２５２ｆを設けるこ
とで、球均し部２５２ｆの上方には貯留ケース収容部２４の天井面との間に球均し部２５
２ｆの容積に相当する空間が形成される。そこで、本パチンコ機ＰＭでは、この空間を利
用して遊技球を貯留可能に壁面で囲むとともに球均し部２５２ｆの下流側に上下貫通する
開口２５２ｇを設け、主収容空間Ｓ１と連通して遊技球を貯留可能な補助収容空間Ｓ２を
形成している。
【００７１】
　なお、ケース本体２５１および蓋部材２５２は不透明の樹脂材料を用いることもでき，
例えば、導電性を付与したＡＢＳ樹脂等を用いて成型してもよい。一方、蓋部材２５２と
透視部材２５３、あるいはケース本体２５１を含めた全部材を透明樹脂材料で成型するこ
ともでき、この場合には、貯留ケース２５の前方から透視可能な範囲が拡大されるととも
に、透視部材２５３の形状を蓋部材２５２に一体成型することで上下２つのパーツで同様
の貯留ケースを構成することも可能である。
【００７２】
　さて、以上のような貯留ケース２５が貯留ケース収容部２４にセット保持され、ガラス
扉５および球皿６が閉鎖施錠された状態で操作ハンドル８が回動操作されると、球皿６の
皿部材６２に貯留され、案内通路７２内に１列に整列待機された遊技球が、第２球抜き弁
８２５の弁板８２５ｂ上方に開口するカセット口７２ｂから球送りカセット７１内に導か
れ、打球発射装置のロータリソレノイド２１２と同期制御される球送りカム７１ｃによっ
て１球ずつ遊技球を発射球ホルダ２１６に送り出されて、ハンマ２１３により遊技盤１０
に打ち出される。打ち出された遊技球（発射球）ＢＨは、発射レール２１ｈおよび球皿側
のガイドリブ７２ｈにガイドされ、図１２に中に矢印Ｈを付記するように上端の発射口２
２ｈから遊技盤１０に向けて斜め上方に打ち出される。
【００７３】
　打ち出された発射球ＢＨは、一定程度上昇したところで遊技盤１０のガイドレール１２
に滑らかに接触し、上方で湾曲するガイドレール１２のレール面に沿って遊技領域ＰＡに
向かう。そして、通常では、薄片バネ状の球戻り規制片１６を弾性変形させてガイドレー
ル１２との隙間を拡大させ、この規制片１６を乗り越えるようにして遊技領域ＰＡに到達
する。
【００７４】
　ところが、打球発射装置２１による打ち出し強度が弱いときには、発射球が球戻り規制
片１６を乗り越えて遊技領域ＰＡに到達することができず、球戻り規制片１６に押し戻さ
れるように（あるいは球戻り規制片１６に接することもなく）ファール球となって内外の
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ガイドレール間を落下し、遊技補助盤側に戻ってくる。そこで、本パチンコ機ＰＭでは、
このように戻ってきたファール球ＢＦを回収して球皿６に再循環させるファール球循環構
造が設けられている。
【００７５】
　ファール球循環構造は、ファール球ＢＦを回収するファール球回収口２２ｆを有したフ
ァール球回収部材２２と、上述した貯留ケース２５と、ファール球回収口２２ｆと貯留ケ
ース２５との間を結んで設けられたファール球回収通路２３とを主体として構成される。
【００７６】
　ファール球回収部材２２には、遊技補助盤２０に成型された発射レール２１と連続的に
繋がる発射レール２１ｈの上部構造が成型され、その上端部が開放されて発射口２２ｈが
形成されている。発射口２２ｈの左右には、発射口２２ｈを左右から挟み込むように前方
に突出して上方に開口するバスケット状のファール球回収口２２ｆ，２２ｆが設けられて
いる。
【００７７】
　ファール球回収口２２ｆの内部の壁面は、この回収口２２ｆに落入したファール球ＢＦ

が跳ね返って回収口から飛び出すことなく確実に後方に反射させて導くために斜め４５度
以上の傾斜角で形成され、さらに、遊技盤１０から落下してくるファール球の大多数が落
入する正面左側のファール球受容口の壁面には、耐衝撃強度を向上させ、また壁面に衝突
するときの衝突音を軽減させるために凹凸状のリブが形成されている。
【００７８】
　なお、通常では、戻ってくるファール球ＢＦの大多数が遊技盤１０の下端部近傍でガイ
ドレール１２に沿うように矢印Ｆ方向に落下するため、正面右側のファール球回収口にフ
ァール球が落入することは殆どない。しかし、例えば、発射装置２１から発射された発射
球が、先に発射されて戻ってくるファール球と衝突して２球ともファール球として戻って
くるような場合があり、このような場合に両球の衝突位置によっては落下経路が右方向に
それることも考え得る。このため本パチンコ機ＰＭでは発射口２２ｈを挟む左右にファー
ル口２２ｆを設けており、遊技盤１０から戻ってくるファール球を確実に回収できるよう
に構成されている。ファール球回収部材２２は、例えばＡＢＳ樹脂等の樹脂材料を用いて
射出成型等の成型手段により一体成型され、発射装置２１の上方にネジ等の固定手段によ
り取り付けられる。
【００７９】
　ファール球回収部材２２の背後に位置する遊技補助盤２０の上部に、ファール球回収通
路２３が設けられている。ファール球回収通路２３は、ファール球回収口２２ｆ，２２ｆ
と貯留ケース２５のファール球受容口２５ｆとの間を結んで貯留ケース収容部２４の左側
方に成型されており、ファール球回収口２２ｆに落入したファール球ＢＦをこのファール
球回収通路２３を通して貯留ケース２５に流入させるように構成されている。
【００８０】
　ファール球回収通路２３の通路面は、ファール球受容口２５ｆに向けて緩く傾斜して成
型されるとともに、大多数のファール球が落入する左側のファール球回収口と対向する立
設壁面は、ファール球受容口方向に向けて斜め４５度に成型されており、ファール球受容
口２２ｆの壁面で反射されて飛び込んでくるファール球ＢＦをこの立設壁面でもファール
球受容口方向に誘導し、効率よくファール球受容口２５ｆに流入させることができるよう
になっている。
【００８１】
　このため、ファール球回収口２２ｆに落入したファール球ＢＦは、ファール球回収通路
２３を通ってファール球受容口２５ｆから貯留ケースの主収容空間Ｓ１に流入し、貯留ケ
ース内を転動流下してケース出口２５ｄから皿部材６２に流出し、再び案内通路７２を通
って打球発射装置２１に導かれる。このため、このようなファール球循環構造を備えたパ
チンコ機ＰＭでは、遊技領域ＰＡに到達できずに戻ってきたファール球が自動的に環流し
て打球発射装置２１に導かれるため、遊技者が逐一手作業でファール球を取り扱う必要が
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ない。従って、遊技者はファール球の処理作業による煩雑感を感じることがなく、また手
の汚れ等を気にすることなく安心して遊技を楽しむことができる。
【００８２】
　次に、打球発射装置２１により打ち出された発射球ＢＨのうち、球戻り規制片１６を乗
り越えて遊技領域ＰＡに到達した遊技球は、遊技領域ＰＡで多数の遊技釘にはじかれなが
らこの領域を落下し、入賞装置１４に入賞することなく遊技領域ＰＡを落下して下端のア
ウト口１７に集められたアウト球と、落下途中で入賞装置１４に落入したセーフ球とに分
類される。
【００８３】
　このうち、アウト球は、遊技盤１０における化粧板１１の表裏を貫通して開口するアウ
ト口１７を通って化粧板１１の裏側に出る。そして、遊技補助盤２０の上部にアウト口１
７と位置整合して設けられたアウト球排出通路３７ａを通って裏セット盤３０側に至り、
裏セット盤３０に一体成型により形成された集合排出通路３７ｃを通って、下端の集合排
出口から排出される。
【００８４】
　一方、入賞装置１４に落入したセーフ球は、各入賞装置の裏側に化粧板１１を貫通して
設けられた連通路を通って化粧板１１の裏側に出る。そして、化粧板１１の裏面に取り付
けられた球寄せカバー１８により盤面に沿って落下し、遊技補助盤２０の上縁を転動流下
したのち、裏セット盤３０に一体成型により形成されたセーフ球排出通路３８を通って、
下端のセーフ球排出口から排出される（図４を参照）。
【００８５】
　入賞装置１４には、それぞれの入賞装置に対応してセーフ球を検出する入賞球検出装置
が設けられており、セーフ球の通過を検出して入賞検出信号を主基板９２に出力する。主
基板９２では入賞検出信号が入力されると、各入賞装置の種類や遊技展開状況に応じて予
め定められた数量の賞球を払い出す払出指令信号を払出制御基板に出力し、払出制御基板
はこの指令信号に基づいて球払出装置３４の作動を制御して賞球の払い出し作動を行わせ
る。
【００８６】
　具体的には、入賞検出信号に基づいて出力される払出指令信号は、球払出装置３４に内
蔵された球送りインペラを、背面視における反時計回りに所定回転角度分（例えば、払出
球数で１３球に相当する回転角度分）回転させることを指令する信号であり、払出制御基
板はこの指令信号に応じた制御信号を球払出装置３４のモータに出力し、球送りインペラ
を反時計方向に上記所定回転角度分回転させて、定められた数量の賞球ＢＳを背面視にお
ける球払出装置３４の左側の払出口から払い出させる。
【００８７】
　本パチンコ機ＰＭでは、皿部材６２に貯留された遊技球が満杯になり、球払出装置３４
から払い出された賞球を球皿６に排出できない状態で、さらに賞球が払い出されたときに
、払い出された賞球ＢＳを貯留する賞球貯留構造が設けられている。賞球貯留構造は、上
述した貯留ケース２５と、球払出装置３４と貯留ケース２５との間を結んで設けられた球
払出通路３５とを主体として構成される。
【００８８】
　球払出通路３５は、裏セット盤３０の背面側に立設された通路壁およびその背後を覆う
通路カバーにより、球払出装置３４における背面左側の払出口と貯留ケース２５の賞球受
容口２５ｓとの間を結んで形成される。球払出通路３５の通路面は、球払出口の直下の通
路面がＲ状に形成されるとともに、貯留ケース２５に向けて緩い傾斜をもって成型され、
球払出装置３４から払い出された賞球ＢＳが滑らかに球払出通路３５を転動流下し得るよ
うになっている。
【００８９】
　球払出通路３５の下流部には、貯留ケース２５における賞球受容口２５ｓの上方に位置
して裏セット盤３０の盤面を貫通する賞球出口３５ｓが開口している。賞球出口３５ｓの
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近傍部では、下流に向けて後方の通路壁が斜め前方に傾斜して成型されるとともに、下流
端部の通路壁面には後方の通路壁と滑らかに繋がり斜め前方に延びる案内リブ３５ｒが設
けられている。このため、球払出通路３５を流下してきた賞球ＢＳが、上記通路壁および
案内リブ３５ｒに案内されて滑らかに賞球出口３５ｓに導かれ、この賞球出口３５ｓから
下方に開口する貯留ケースの賞球受容口２５ｓに流入する。
【００９０】
　前述したように、賞球受容口２５ｓの内側には前方に向けて庇状に延びる緩衝ガイド２
５２ｓが設けられており、賞球出口３５ｓから落入した賞球ＢＳは一旦この緩衝ガイド２
５２ｓに受け止められ、緩衝ガイド２５２ｓ上を転動して主収容空間Ｓ１に流入する。こ
れにより、賞球出口３５ｓから落下してくる賞球が、既に主収容空間Ｓ１に貯留されてい
る遊技球と直接衝突して周囲に飛散するようなことがなく、払い出された賞球ＢＳが滑ら
かに主収容空間Ｓ１に流入するようになっている。
【００９１】
　こうして貯留ケース２５の主収容空間Ｓ１に流入した賞球ＢＳは、皿部材６２上に遊技
球が充満していない通常時には、貯留ケースにおけるケース本体２５１の底面を流下し、
貯留ケース右端部に形成されたケース出口２５ｄから球皿通出口６１ｄを通って皿部材６
２に流下する。
【００９２】
　一方、遊技展開においていわゆる大当たりが発生し、皿部材６２が払い出された多量の
賞球で充満すると、以降ケース出口２５ｄから皿部材６２に賞球を排出できない状態にな
る。本パチンコ機ＰＭの賞球貯留構造では、このような球皿充満状態でさらに球払出装置
３４から賞球が払い出されたときに、払い出された賞球が貯留ケース２５の主収容空間Ｓ

１に貯留されるようになっている。
【００９３】
　すなわち、本パチンコ機ＰＭでは、球皿充満状態でさらに球払出装置３４から賞球が払
い出されたときに、払い出された賞球ＢＳは傾斜下流であるケース出口２５ｓ側から貯留
され、貯留球数の増大に伴って徐々に傾斜上流側にさかのぼるように貯留領域が広がって
ゆく。またケース本体２５１の底面はケース出口２５ｓに向けて傾斜しており、主収容空
間Ｓ１に貯留された賞球は上流側の賞球に押圧されて盛り上がり貯留ケース２５内を満た
してゆく。そしてさらに賞球払出が続くと賞球受容口２５ｓの上縁まで賞球が貯留され主
収容空間Ｓ１が賞球で満たされる。このとき、主収容空間Ｓ１に貯留される遊技球数は約
４００～４５０球程度である。
【００９４】
　一方、ケース出口２５ｄの近傍領域には、蓋部材２５２の上面高さが球皿通出口６１ｄ
の開口高さに合わせて低く成型されて球均し部２５２ｆが設けられ、その上方に開口２５
２ｇを通して主収容空間Ｓ１と連通する補助収容空間Ｓ２が形成されている。このため、
主収容空間Ｓ１の貯留球数が増大してくるとこの領域に位置する賞球は上流側の賞球に押
圧されて盛り上がり、開口２５２ｇを通って補助収容空間Ｓ２にあふれ出る。そして主収
容空間Ｓ１の貯留球数の増大に伴ってこの補助収容空間Ｓ２にも賞球が収容され、主収容
空間と併せて賞球が貯留される。補助収容空間Ｓ１に貯留される遊技球数は約１００～１
５０球程度である。
【００９５】
　従って、このような賞球貯留構造によれば、皿部材６２に遊技球が充満して賞球を排出
できない状態になった以降でも、なお５００～６００球程度の賞球を貯留ケース２５の収
容空間Ｓ１，Ｓ２に貯留することができる。そして、例えば、大当たりの特別遊技が終了
して皿部材６２の貯留球数が減少してきたときには、こうして貯留ケース２５に貯留され
た賞球が自動的に流下して皿部材６２に供給される。このため、上下２段の球皿に比べて
球皿や球通路の構成を簡明化することができるとともに、遊技者は皿部材の残留球数を気
にしながら逐一手ですくって皿部材に戻す煩雑な作業が減少し、また手の汚れ等を気にす
ることなく安心して遊技を楽しむことができる。



(17) JP 4372220 B2 2009.11.25

10

20

30

40

50

【００９６】
　なお、貯留ケースの賞球受容口２５ｓはファール球受容口２５ｆよりも傾斜下流側に所
定間隔をおいて形成され、かつファール球回収通路２３は球貯留ケースの比較的高い位置
でファール球受容口２５ｆに繋がっている（図１５を参照）。このため、貯留ケースの収
容空間Ｓ１，Ｓ２が完全に充満状態になるまで常時ファール球ＢＦが貯留ケース内に流入
可能であり、ファール球の流下が妨げられてファール球回収口２２ｆから溢れ出るような
ことがない。
【００９７】
　また、賞球受容口２５ｓの左側方はガイド突起２４ｃとガイドレール２５２ｃとの係合
により仕切られ、賞球受容口２５ｓの右側方は蓋部材に立設されたリブ状の仕切壁で仕切
られている。このため、貯留ケースの収容空間Ｓ１，Ｓ２が完全に充満状態になった後さ
らに賞球が払い出されても、払い出された賞球が貯留ケース２５から遊技補助盤２０の前
面側にあふれ出ることがないようになっている。なお、この場合には払い出された賞球は
球払出通路３５の通路空間に、この通路空間をさかのぼるように貯留される。
【００９８】
　本パチンコ機ＰＭには球払出装置３４を利用した球抜き構造も設けられており、以下、
図５および図１４を参照しながら簡潔に説明する。この球抜き構造は、詳細図示省略する
球抜きスイッチと、球払出装置３４と、球払出装置３４と集合排出通路３７ｃとの間を結
ぶ球抜き経路３７ｂとを主体として構成される。
【００９９】
　球抜き通路３７ｂは、裏セット盤３０の表裏に立設された通路壁および裏セット盤の背
後を覆う通路カバーにより、球払出装置３４における背面右側の払出口と集合排出通路３
７ｃとの間を結んで形成される。球抜き通路３７ｂは、上記右側の払出口の直下で裏セッ
ト盤の前面側に導かれるとともにレバーＬ２を避けて斜行し、球払出通路３５と表裏並ん
で下降した後、再び裏セット盤の裏側に出て前述したアウト球排出通路３７ａと合流し、
集合排出通路３７ｃとなって下端の集合排出口に繋がっている。
【０１００】
　そして、球抜きスイッチが操作されると操作信号が主基板９２に入力され、主基板９２
はこの操作信号に基づいて球抜き指令信号を払出制御基板に出力し、払出制御基板がこの
指令信号に基づいて球払出装置３４の作動を制御して遊技球の球抜き作動を行わせる。
【０１０１】
　球抜き指令信号は、例えば、球払出装置３４に内蔵された球送りインペラを背面視にお
ける時計回りに所定時間回転させることを指令する信号であり、払出制御基板はこの指令
信号に応じた制御信号を球払出装置３４のモータに出力し、球送りインペラを時計回りに
上記所定時間回転させて、球払出装置３４よりも上流側の球通路に位置する遊技球を背面
視における球払出装置３４の右側の払出口から排出させる。こうして排出された遊技球は
、上記球抜き通路３７ｂを流下して集合排出路３７ｃに流入し、この集合排出通路３７ｃ
を通って、下端の集合排出口から排出される。
【０１０２】
　さて、以上のように貯留ケース２５を備えて皿部材６２に排出しきれない賞球を収容し
貯留するパチンコ機ＰＭにあって、例えば、遊技中に打球発射装置２１や球送りカセット
７１に異常が発生し、あるいは案内通路７２に球詰まりが生じたような場合には、皿部材
６２および貯留ケース２５にともに遊技球が貯留された状態で球皿６を開放しなければな
らない事態が発生し得る。このようなときに、皿部材６２および貯留ケース２５に貯留さ
れた遊技球を全量排出させなければ球皿６を開放できないとすれば、作業が繁雑で保守・
点検作業が円滑に行えないばかりか、ゲームを中断される遊技者にとっても多大な迷惑で
ある。
【０１０３】
　そこで、本パチンコ機ＰＭには、皿部材６２および貯留ケース２５にともに遊技球が貯
留された状態のままでも球皿６を開放できるように、前枠側および球皿側にシャッタ機構
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が備えられている。
【０１０４】
　シャッタ機構は、貯留ケースのケース出口２５ｄに設けられた枠側シャッタ２８と、こ
の枠側シャッタ２８と対峙して球皿の球皿通出口６１ｄに設けられた皿側シャッタ７８と
からなり、両方のシャッタが球皿６の開閉に連動して作動しそれぞれの出口を開閉するよ
うに構成されている。
【０１０５】
　以下では、既に参照した図１７および図１８～図２４の各図を参照して、このシャッタ
機構について詳細に説明する。ここで、図１８は球皿６が閉鎖保持された状態の両シャッ
タ２８，７８の連携関係を主として示す側断面図、図１９は球皿６が閉鎖保持された状態
における枠側シャッタ２８の正面図、図２０は球皿６を開放した状態における枠側シャッ
タ２８の正面図、図２１は枠側シャッタ２８を構成する枠側シャッタユニット２８０の分
解正面図(Ａ)および右側面図(Ｂ)、図２２は球皿６を開放した状態で球皿６の裏面側から
皿側シャッタ７８を見た背面図、図２３は皿側シャッタ７８を構成する皿側シャッタユニ
ット７８０の正面図(Ａ)および分解背面図(Ｂ)、図２４は球皿６を開閉したときの皿側シ
ャッタ７８の作用を説明する側断面図である。
【０１０６】
　枠側シャッタ２８は、昇降変位可能な枠側シャッタブレード２８５を備えてユニット化
された枠側シャッタユニット２８０を主体とし、この枠側シャッタユニット２８０がシャ
ッタ取付部２６に着脱可能に取り付けられて構成される。
【０１０７】
　枠側シャッタユニット２８０は、このユニットの基板となるシャッタベース２８１、シ
ャッタベース２８１に揺動可能に枢支された第１リンクアーム２８２および第２リンクア
ーム２８３、第１および第２リンクアーム２８２，２８３の先端側に枢支された枠側シャ
ッタブレード２８５、第２リンクアーム２８３とシャッタベース２８１との間に張り渡さ
れた引っ張りバネ２８４、シャッタベース２８１の前面側に取着されたシャッタケース２
８６、シャッタベース２８１のアーム支持部２８１ｂに前後傾動可能に取り付けられたロ
ックアーム２８７、アーム支持部２８１ｂの上端部とロックアーム２８７との間に配設さ
れたコイルバネ２８８等からなる。バネ２８４，２８８を除く各部材はＡＢＳ樹脂等の樹
脂材料を用いて射出成型等の成形手段で図示する形状に成型される。
【０１０８】
　シャッタベース２８１は、概略矩形で薄型フレーム形態のベース部２８１ａ、ベース部
２８１ａの右側に上方に延びて形成されたアーム支持部２８１ｂ、ベース部の左側に左方
に突出して成型された干渉突起２８１ｆなどからなる。ベース部２８１ａの中央部右側に
は、前方に突出して円筒軸状の支軸２８１ｓが上下に並んで２カ所設けられ、第１，第２
リンクアーム２８２，２８３を軸支可能になっている。アーム支持部２８１ｂには、左右
に突出する支ピン２８１ｃおよび前方に突出するバネ支柱２８１ｄがそれぞれ一体成型さ
れている。
【０１０９】
　ベース部２８１ａの左右側縁にはそれぞれ左右外方に突出して上下に延びるガイドリブ
２８１ｒが成型されており、遊技補助盤２０のシャッタ取付部２６にガイドリブ２８１ｒ
を挟み込むようにレール状に成型された左右のガイドレール２６ｒと係脱可能になってい
る。またベース部２８１ａの下部中央には、上辺および左右辺が切り離されて前後に弾性
変形可能なロック爪２８１ｊが成型されるとともに、このロック爪２８１ｊから前方に延
びてロック解除レバー２８１ｋが成型されている。ロック爪２８１ｊはシャッタ取付部２
６に位置整合して形成されたロック爪係合孔と係合して、左右のガイドレール２６ｒに支
持されたシャッタユニット２８０を係止保持可能になっている。
【０１１０】
　第１リンクアーム２８２，第２リンクアーム２８３は、それぞれ左右に延びるアーム部
に前後方向に円筒ボス状の軸受支点が設けられて構成される。第１リンクアーム２８２に
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は３カ所の軸受部が設けられており、シャッタベース２８１に成型された上側の支軸２８
１ｓに嵌合支持される揺動支点２８２ｓ、シャッタブレード２８５の裏面側に突出成型さ
れた上側のリンク突起２８５ｔを嵌合支持するリンク支点２８２ｔ、リンク支点２８２ｔ
と反対側のアーム端部に形成され前方に突出する金属製のピンが打ち込まれた押圧支点２
８２ｕの３支点である。
【０１１１】
　第２リンクアーム２８３にはアーム両端に２カ所の軸受支点が設けられており、シャッ
タベース２８１に成型された下側の支軸２８１ｓに嵌合支持される揺動支点２８３ｓ、枠
側シャッタブレード２８５の裏面側に突出成型された下側のリンク突起２８５ｔを嵌合支
持するリンク支点２８３ｔの２支点である。
【０１１２】
　また、第１リンクアーム２８２には、揺動支点２８２ｓに隣接するアーム部の背面側に
アーム部から上方に突出してブロック状の係止部２８２ｅが成型されており、その上端に
斜め前方に傾斜する斜面状の係止面が形成されている。
【０１１３】
　枠側シャッタブレード２８５は、全体としては、上下の平坦なプレートが前後にオフセ
ットされたクランク状の形態をなし、上方に遊技球の流下を堰き止める平坦なプレート部
２８５ａが、下方にこの枠側シャッタブレード２８５を昇降させる昇降機構部２８５ｂが
設けられ、またプレート部２８５ａと昇降機構部２８５ｂとの間を結んで前後に延びる壁
面には、後述する支持フォーク２８６ｆを受容する受容開口が形成され、開口縁部に係止
突起が成型されている。昇降機構部２８５ｂの背面側には後方に突出して、第１，第２リ
ンクアームのリンク支点２８２ｔ，２８３ｔと係脱可能な軸状のリンク突起２８５ｔが上
下に並んで成型されている。
【０１１４】
　シャッタケース２８６は、左右および下方に側壁を有してシャッタベース２８１の前方
を覆うケース状に成型され、シャッタベース２８１の下部左右に設けられたロック爪形態
の係止片によりシャッタベース２８１に嵌着されて固定保持される。シャッタケース２８
６の前面中央部には、前方に突出して側面視三角形状の案内突起２８６ｇが一体成型され
略４５度の俯角に設定された案内面が形成されている。
【０１１５】
　シャッタケース２８６の前面上部には、上方に突出する舌片状の支持フォーク２８６ｆ
が２カ所成型されており、枠側シャッタブレード２８５を上昇させたときに支持フォーク
２８６ｆの裏面で昇降機構部２８５ｂの前面を支持可能になっている。また、シャッタケ
ース２８６の前面中央部には、シャッタベース２８１から後方に延びるロック解除レバー
２８１ｋを挿通させる開口部が形成されており、シャッタケースの前面からこのロック解
除レバー２８１ｋを操作できるようになっている。
【０１１６】
　ロックアーム２８７は、上下に延びるアームの中間部に前方に突出するフランジ部が形
成されてその中心に左右の支ピン２８１ｃを受容して嵌合するピン係合孔２８７ｃが形成
され、バネ支柱２８１ｄとの整合位置に前後連通してバネ支柱２８１ｄを挿通させるバネ
支柱挿通孔２８７ｄが形成されている。ロックアーム２８７の下端部には斜め前方に延び
る斜面状の係止辺部２８７ｅが成型され、ロックアーム２８７の上端部には前方に突出す
る連繋凸部２８７ｆが成型されている。
【０１１７】
　枠側シャッタユニット２８０では、シャッタベース２８１の上下の支軸２８１ｓ，２８
１ｓに、それぞれ第１リンクアーム２８２の揺動支点２８２ｓおよび第２リンクアーム２
８３の揺動支点２８３ｓを枢支させ、両アームの先端側のリンク支点２８２ｔ，２８３ｔ
に、枠側シャッタブレード２８５のリンク突起２８５ｔ，２８５ｔを嵌合させて枢支さる
ことで、これら４部材による平行リンクが形成され、第１リンクアーム２８２の押圧支点
２８２ｕを上下動させたときにシャッタブレード２８５がスウィングするように昇降する
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昇降機構が構成される。
【０１１８】
　そして、第２リンクアーム２８３とシャッタベース２８１の係止フックとの間に引っ張
りバネ２８４を張り渡すことで、第２リンクアーム２８３が支軸２８１ｓまわりに反時計
回りに付勢され、上記リンク機構の作用によりシャッタブレード２８５が常時下方に引き
込まれるように付勢支持されるようになっている。
【０１１９】
　シャッタケース２８６は、シャッタベース２８１に第１，第２リンクアーム２８２，２
８３、引っ張りバネ２８４およびシャッタブレード２８５を組み付けた後、これらの前方
を覆ってベースプレート２８１の前面側に嵌着され、ベースプレート２８１の前面とシャ
ッタケース２８６の背面との間に上記各部材を収容保持する。また、ロックアーム２８７
は、バネ支柱２８１ｄにコイルバネ２８８を支持させた状態で、前方から支ピン２８１ｃ
にピン係合孔２８７ｃを嵌合接続させることでアーム支持部２８１ｂに揺動自在に枢結さ
れ、コイルバネ２８８のバネ力によってアーム上端の連繋凸部２８７ｆが前方に付勢され
、アーム下端の係止辺部２８７ｅが後方に付勢された状態で支持される。
【０１２０】
　さて、このように組み立てられた枠側シャッタユニット２８０が、遊技補助盤のシャッ
タ取付部２６に取り付けられる。枠側シャッタユニット２８０の装着は、シャッタストッ
パ２９を左方にスライドさせて待避させたうえで、シャッタベース左右のガイドリブ２８
１ｒの上端部をシャッタ取付部のガイドレール２６ｒの下端に係合させ、ガイドリブ２８
１ｒの上端面がガイドレール２６ｒの上端に当接するまで枠側シャッタユニット２８０を
上方にスライドさせる。このとき、シャッタベース背面のロック爪２８１ｊがシャッタ取
付部２６のロック爪係合孔に突出して係合し枠側シャッタユニット２８０が所定の取付位
置に位置決めされて係止される。シャッタユニット取付後は、シャッタストッパ２９を図
１９および図２０に実線で示す右端の通常位置にセット保持させておく。
【０１２１】
　こうして枠側シャッタユニット２８０がシャッタ取付部２６に取着された枠側シャッタ
２８にあって、球皿６が閉鎖された遊技状態では、ロックアーム上端の連繋凸部２８７ｆ
が球皿６の上縁部に押圧されて図２１(Ｂ)中の二点鎖線で付記するような傾斜角度位置に
あり、ロックアーム下端の支持片部２８７ｅは第１リンクアーム２８２における係止部２
８２ｅよりも前方に位置する。このため、枠側シャッタブレード２８５は、上述した平行
リンクの作用および第２リンクアーム２８３とシャッタベース２８１との間に張り渡され
た引っ張りバネ２８４のバネ力により下方に引き込まれ、枠側シャッタブレード２８５の
係止突起がシャッタケース２８６の上縁部に当接支持された開放位置に保持される。
【０１２２】
　開放位置では、図１８および図１９に示すように、枠側シャッタブレード２８５におけ
るプレート部２８５ａの上端部が、貯留ケース２５におけるケース出口２５ｄの通路面よ
りも下方に位置して配設され、遊技球がケース出口２５ｄを自由に通過可能になっている
。
【０１２３】
　球皿６を閉鎖保持する球皿施錠装置９は、遊技補助盤２０の下部領域に枠側シャッタ２
８と隣接して設けられており、ガラス扉５を開放したときに操作可能となる操作レバー９
ａを下方に押圧すると、遊技補助盤２０の裏面側に昇降可能に支持された昇降杆９ｂが下
動し、この昇降杆９ｂと一体に形成されて遊技補助盤から前方に突出する上下２カ所の係
止フック９ｆが下動されて、球皿９の係止が解除されるようになっている。昇降杆９ｂは
詳細図示省略する付勢バネによって常時上方に付勢されるとともに、上下の係止フック９
ｆの間には第１リンクアーム２８２の押圧支点２８２ｕと係合可能な押圧片９ｕが形成さ
れている。
【０１２４】
　そこで、球皿６を開放させるために操作レバー９ａを下方に押圧操作すると、昇降杆９
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ｂが下動して上下の係止フック９ｆが下動するとともに、押圧片９ｕが下動して第１リン
クアーム２８２の押圧支点２８２ｕを下向きに押圧し、押圧支点２８２ｕを下方に移動さ
せる。
【０１２５】
　押圧支点２８２ｕが下動されると、第１リンクアーム２８２は揺動支点２８２ｓを中心
として時計回りに回動され、平行リンクの作用によって枠側シャッタブレード２８５が上
昇する。このため、枠側シャッタブレード２８５のプレート部２８５ａがケース出口２５
ｄの前方にせり上がり、図２０に示すように、第１リンクアームの支持片部２８７ｅとロ
ックアームの係止部２８７ｅとが同一高さになって、シャッタブレードのプレート部２８
５ａがケース出口２５ｄを塞ぐ閉止位置に上昇する。
【０１２６】
　そして、さらに昇降杆９ｂが下動されると、上下の係止フック９ｆによる球皿６の施錠
が解除される。このとき、枠側シャッタブレード２８５は図２０に示す閉止位置よりも上
方に位置しており、第１リンクアーム２８２の係止部２８２ｅはロックアーム２８７の支
持片部２８７ｅよりも下方に位置した状態になっている。そこで、作業者が球皿６を開放
方向に開くと（あるいは、コイルバネ２８８のバネ力によって球皿６が開放方向に揺動さ
れると）、球皿６の上縁部に押圧されていたロックアーム２８７の連繋凸部２８７ｆの押
圧力が開放され、ロックアーム２８７が図２１(Ｂ)中の矢印と逆方向に揺動変位して、支
持片部２８７ｅが係止部２８２ｅの上方に位置する状態になる。
【０１２７】
　この状態で操作レバー９ａの押圧力を開放すると、昇降杆９ｂが上動して押圧片が上昇
し、これに伴って第１および第２リンクアームが引っ張りバネ２８４のバネ力で反時計回
りに回動し枠側シャッタブレード２８５がわずかに下降する。しかし、今度は第１リンク
アーム２８２の係止部２８２ｅの上方に、上記揺動変位した支持片部２８７ｅが位置して
おり、第１リンクアームの係止辺部２８２ｅが支持片部２８７ｅに当接支持されると（図
２１(Ｂ)中の部分拡大図を参照）、それ以降、第１，第２リンクアーム２８２，２８３が
回動することなく、シャッタブレードのプレート部２８５ａがケース出口２５ｄを塞ぐ閉
止位置に係止保持される。
【０１２８】
　これにより、球皿６の開放時には枠側シャッタブレード２８５が上昇してプレート部２
８５ａがケース出口２５ｄを塞ぐ閉止位置に係止保持され、貯留ケース２５内に遊技球が
貯留されているときにはその流下が規制される。このとき、プレート部２８５ａには、貯
留された遊技球から前方に向けて押圧力が作用するが、左右の支持フォーク２８６ｆが昇
降機構部２８５ｂの前面側を支持し、シャッタブレード２８５が過度に撓んだり、第１，
第２リンクアーム２８２，２８３等に無理な応力が作用したりすることがないようになっ
ている。
【０１２９】
　そして、枠側シャッタブレード２８５が上記のように閉止位置に係止保持された状態で
球皿６を閉鎖すると、ロックアーム上端の連繋凸部２８７ｆが球皿６の上縁部に押圧され
て図２１(Ｂ)中の矢印方向に押圧されて揺動変位する。その結果、ロックアーム下端の支
持片部２８７ｅと第１リンクアームの係止部２８２ｅとの係止が解除され、引っ張りバネ
２８４のバネ力により枠側シャッタブレード２８５が下降して前述した開放位置に自己復
帰する。
【０１３０】
　従って、このような枠側シャッタ２８によれば、球皿６の開閉操作に連動して枠側シャ
ッタブレード２８５が昇降変位し、貯留ケースのケース出口２５ｄを自動的に閉止および
開放する。このため、貯留ケース２５内に賞球が貯留された状態であっても、球抜き処理
やケース出口の閉止処理等の煩雑な処理操作を行うことなく、随時球皿６の開閉を行うこ
とができる。
【０１３１】
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　なお、シャッタ取付部２６には枠側シャッタユニット２８０の下方に位置してシャッタ
ストッパ２９が設けられている。シャッタストッパ２９は矩形ブロック状の本体の右側に
支持突起２９ｂ、上側に操作つまみ部２９ｃを有して、図２０に二点鎖線で待避位置を付
記するように左右にスライド移動可能にシャッタ取付部２６取り付けられており、実線で
示す通常位置においてのみ球皿６が閉止できるようになっている。一方、シャッタユニッ
ト２８０は、シャッタストッパ２９を待避位置に移動させて支持突起２９ｂを待避させた
状態でなければ、ガイドリブ２８１ｒとガイドレール２６ｒとの係合が完全には解除され
ないようになっている。
【０１３２】
　このため、球皿開放時に誤ってロック解除レバー２８１ｋを押し込んでロックを解除さ
せてしまい、枠側シャッタユニット２８０が下動してしまったような場合等においても、
支持突起２９ｂが枠側シャッタユニット２８０の底面を支持して係合の離脱を防止し、枠
側シャッタユニット２８０を落下させて破損させてしまうことがないようになっている。
【０１３３】
　また、シャッタベース２８１の上部に左方に突出成型された干渉突起２８１ｆは、貯留
ケース２５を貯留ケース収容部２４に収容セット状態で係止保持させる係止部材２７の前
面に覆いかぶさり、かつ係止部材の上部に後方に突出成型された干渉部２７ｆの下側に位
置して配設される。このため、例えば、貯留ケース２５内に遊技球が貯留され、枠側シャ
ッタブレード２８５が上昇した閉止位置で遊技球の流下を止めているような状態で、貯留
ケース２５を取り外すようなことができないようになっている。
【０１３４】
　一方、皿側シャッタ７８は、昇降変位可能な皿側シャッタブレード７８５を備えてユニ
ット化された皿側シャッタユニット７８０を主体とし、この皿側シャッタユニット７８０
が球皿６の裏面側にネジ固定されて構成される。なお、皿側シャッタ７８は球皿６の裏面
側に取り付けられており、前後方向は球皿６が前枠２に閉鎖された状態を基準として説明
する。
【０１３５】
　皿側シャッタユニット７８０は、このユニットの基板となるベースプレート７８１、ベ
ースプレート７８１にガイド軸７８３およびコイルバネ７８４を介して上下に昇降移動可
能に支持された皿側シャッタブレード７８５などからなる。ベースプレート７８１および
皿側シャッタブレード７８５はＡＢＳ樹脂等の樹脂材料を用いて射出成型等の成形手段で
図示する形状に成型される。
【０１３６】
　ベースプレート７８１は、全体として概略矩形で平板状のベース部７８１ａ、ベース部
７８１ａの中央に前方に突出成型されて後方に開く箱状の機構収容部７８１ｂ、ベース部
７８１ａの左右側部に前後連通して形成された縦長スリット状のガイドスリット７８１ｃ
、ベース部７８１ａから左右外方に突出する固定フランジ７８１ｆ等が成型されている。
機構収容部７８１ｂの上下面にはガイド軸７８３の軸部を挿通させる支軸孔が穿設され、
ガイド軸７８３を軸支可能になっている。
【０１３７】
　皿側シャッタブレード７８５には、平板状のプレート部７８５ａ、プレート部７８５ａ
の中央下部に前方に突出成型されたスライダ部７８５ｂ、スライダ部７８５ｂから後方に
延びる側面視三角形状のスライド突起７８５ｇ、プレート部７８５の左右側部に前方に突
出成型されてベースプレート７８１の左右のガイドスリット７８１ｃと係合可能なガイド
突起７８５ｃ、プレート部７８５ａの左右側部が下方に延出成型された支持フォーク７８
５ｆなどが成型されている。スライダ部７８５ｂには、上下連通してガイド軸７８３を受
容可能な軸受孔が形成され、スライド突起７８５ｇには略４５度の仰角に設定されたスラ
イダ面が形成されている。
【０１３８】
　皿側シャッタブレード７８５は、スライダ部７８５ｂの下側にコイルバネ７８４を掛止
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させて、ベースプレート７８１の裏面側（図２３における(Ｂ)図に示す側）から、機構収
容部７８１ｂに挿入して収容させるとともに、左右のガイド突起７８５ｃをガイドスリッ
ト７８１ｃに係合させ、機構収容部７８１ｂの上面側の支軸孔からガイド軸７８３を挿入
してスライダ部７８５ｂの軸受孔を通して下面側の支軸孔に挿通させ、下側に突出した軸
端のリング溝にＥリング７８６を嵌着して支持させる。
【０１３９】
　これにより、皿側シャッタブレード７８５が、ガイド軸７８３に上下に昇降可能に支持
されるとともに、コイルバネ７８４のバネ力によって常時上方に付勢され、ユニット単体
時にはスライダ部７８５ｂの上端が機構収容部７８１ｂの天井面に当接する上端位置（閉
止位置）に付勢支持された、皿側シャッタユニット７８０が構成される。
【０１４０】
　このように組み立てられた皿側シャッタユニット７８０が、球皿６の裏面側に取り付け
られる。球皿６のあて板６１には、球皿通出口６１ｄの下部の盤面がベースプレート７８
１のベース部７８１ａの外形形状に合わせて開口されるとともに、その下縁にベース部の
下部周縁を支持する支持リブ６１ｒが成型され、また左右の固定フランジ７８１ｆをネジ
固定するネジボスが成型されている。
【０１４１】
　皿側シャッタユニット７８０は、球皿６の裏面側からベース部７８１ａの下部周縁を支
持ボス６１ｒに係合させ、ベース部７８１ａの上部に球皿６２の形状に合わせて前方に張
り出し成型された球皿係合部７８１ｇを球皿６２に掛止させて、フランジ部７８１ｆの裏
面側からネジを螺合締結することにより、球皿６の裏面側に取り付けられる。そして、こ
のように皿側シャッタユニット７８０が取り付けられると、コイルバネ７８４のバネ力に
よって上方に付勢支持された皿側シャッタブレード７８５のプレート部７８５ａが球皿通
出口６１ｄを塞ぐ閉止位置に配設される。
【０１４２】
　ここで、皿側シャッタブレード７８５におけるスライド突起７８５ｇの配設位置は、球
皿６を閉鎖させた状態で皿側シャッタ７８と対峙する枠側シャッタ２８の案内突起２８６
ｇと互いに向かい合う整合位置にあり、球皿６の閉鎖施錠時にスライド突起７８５ｇのス
ライド面と案内突起２８６ｇの案内面とが重なり合って配設されるように相互の位置関係
が設定されている（図１７および図１８を参照）。
【０１４３】
　このため、球皿６の開放状態から球皿６を閉鎖方向に揺動させると、まずスライド突起
７８５ｇの先端部が案内突起２８６ｇの案内面の上部に当接して下方に押圧され、さらに
球皿６が閉鎖方向に揺動されるとスライド突起７８５ｇのスライド面が案内突起２８６ｇ
の案内面を滑るように沈み込んで、コイルバネ７８４を圧縮変形させながら下降する。そ
して、球皿６が球皿施錠装置９により閉鎖施錠されるまで揺動されると、スライド突起７
８５ｇの先端部が案内突起２８６ｇの基端部近傍に至るまで下降し、球皿施錠装置９によ
る閉鎖施錠とともにこの状態に保持される。
【０１４４】
　上記球皿６の閉鎖保持状態では、図１８に示すように、皿側シャッタブレード７８５に
おけるプレート部７８５ａの上端縁部が球皿通出口６１ｄの下縁と同一高さ、若しくはこ
れよりも下方に引き込まれた開放位置にあり、また、枠側シャッタ２８のシャッタブレー
ド２８５も既述したとおりケース出口２５ｄよりも下方に収容されて係止保持される。こ
のため、貯留ケース２５内を流下する遊技球は、枠側シャッタブレード２８５および皿側
シャッタブレード７８５のいずれにも妨げられることなく、ケース出口２５ｄおよび球皿
通出口６１ｄを通って皿部材６２上に流下することができる。
【０１４５】
　一方、球皿６の閉鎖保持状態から、前述したようにして球皿６の施錠が解除され、球皿
６が開放方向に揺動されると、皿側シャッタにおけるスライド突起７８５ｇのスライド面
が、枠側シャッタにおける案内突起２８６ｇの案内面から離れる方向に移動する。すると
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、今度はコイルバネ７８４のバネ力によって皿側シャッタブレード７８５が上動され、ス
ライド突起７８５ｇのスライド面が案内突起２８６ｇの案内面を滑るように浮き上がって
、皿側シャッタブレード７８５が上昇する。そして、スライド突起７８５の先端部が案内
突起２８６ｇの上部まで上昇すると、スライダ部７８５ｂの上端が機構収容部７８１ｂの
天井面に当接して皿側シャッタブレード７８５が閉止位置に付勢保持される。
【０１４６】
　これにより、球皿６の開放時には皿側シャッタブレード７８５のプレート部７８５ａが
球皿通出口６１ｄを塞ぐ閉止位置に係止保持され、皿部材６２に遊技球が貯留されている
ときには貯留された遊技球が球皿通出口６１ｄを逆流して球皿の裏面側にこぼれ落ちるこ
とを防止する。このとき、プレート部７８５ａには、貯留された遊技球から球皿６の裏面
方向に向けて押圧力が作用するが、左右の支持フォーク７８５ｆがこの押圧力を分担して
支持し、スライダ部７８５ｂやガイド軸７８３に無理な力が作用しないようになっている
。また、左右のガイドスリット７８１ｃとガイド突起７８５ｃとの係合により、スライダ
部７８５ｂおよびガイド軸７８３に無理な応力を作用させないとともに、皿側シャッタブ
レード７８５の滑らかな垂直昇降を可能としている。
【０１４７】
　従って、以上説明したような枠側シャッタ２８および皿側シャッタ７８によれば、球皿
６の開閉操作に連動してシャッタブレード２８５，７８５が昇降変位し、貯留ケースのケ
ース出口２５ｄおよび球皿通出口６１ｄをともに自動的に閉止および開放する。このため
、球皿６や貯留ケース２５に遊技球が貯留された状態であっても、球抜き処理や両出口の
閉止処理等の煩雑な処理操作を行うことなく、また球皿からの球こぼれを心配することも
なく、随時必要に応じて球皿６の開閉を行うことができる。
【０１４８】
　さて、球皿６の内部には、皿部材６２に貯留された遊技球を排出させる球抜き機構８０
が設けられている。球抜き機構８０は、皿部材６２に貯留された遊技球を第１球抜き路７
３を通して短時間で排出させる第１球抜き機構８１と、主として第１球抜き機構８１によ
る球抜き後に案内通路７２に残留した遊技球を第２球抜き路７４から排出させる第２球抜
き機構８２とからなる。本パチンコ機ＰＭにおいては、これらの球抜き機構の機構部が一
体化されて球抜きユニット８００として構成され、この球抜きユニット８００が球皿６の
組み立てと別工程で部分組み立てされた後、ユニットごと皿部材６２の底面に取り付けら
れるようになっている。
【０１４９】
　以下、図２５～図３２の各図を参照しながら、本パチンコ機の球抜き機構について詳細
に説明する。ここで、図２５は球抜きユニット８００の分解状態を主として示す平面図、
図２６は球抜きユニット８００を皿部材の底面に取り付けて第１および第２球抜き機構を
ともに開状態にしたときの平面図、図２７は皿部材６２の底面に取り付けられた球抜きユ
ニット８００の底面図、図２８および図２９は皿部材６２の底面に取り付けられた球抜き
ユニット８００の正面図および背面図、図３０は球皿６の組み立て状態における第２球抜
き弁の近傍の背面図、図３１は第１球抜き機構８１による球抜き状態を主として示す側断
面図、図３２は球抜き機構８０に併設された満杯報知システムのブロック図である。
【０１５０】
　球抜きユニット８００は、皿部材６２の底面にネジ固定されるベースフレーム８０１を
基体とし、このベースフレーム８０１に第１球抜き機構８１の機構構造と、第２球抜き機
構８２の機構構造とが取り付けられて構成される。
【０１５１】
　このうち第１球抜き機構８１は、球抜き時に押圧操作を行う第１操作ボタン８１１、発
光ダイオードなどの発光体（満杯報知ランプ）が実装されたランプ基板８１２、ベースフ
レーム８０１に前後方向にスライド移動可能に取り付けられた第１ボタンベース８１３、
ベースフレーム８０１と第１ボタンベース８１３との間に配設されて第１ボタンベース８
１３を常時前方に付勢する付勢バネ８１４、ベースフレーム８０１に水平面内に揺動可能
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に枢支された第１球抜き弁８１５、第１球抜き弁８１５を常時閉鎖方向に付勢する捻りバ
ネ８１６などから構成される。
【０１５２】
　また、第２球抜き機構８２は、球抜き時に押圧操作を行う第２操作ボタン８２１、ベー
スフレーム８０１に前後方向にスライド移動可能に取り付けられた第２ボタンベース８２
３、ベースフレーム８０１と第２ボタンベース８２３との間に配設されて第２ボタンベー
ス８２３を常時前方に付勢する付勢バネ８２４、ベースフレーム８０１に水平面内に揺動
可能に枢支された第２球抜き弁８２５、第２球抜き弁８２５を常時閉鎖方向に付勢する引
っ張りバネ８２６などから構成される。
【０１５３】
　ベースフレーム８０１は、中央部に、第１ボタンベース８１３、第２ボタンベース８２
３を隣接して前後方向にのみスライド移動可能に収容すべくそれぞれ左右側壁および後壁
を有して階段状に形成されるとともに、各収容部の底面に前後に延びるスリット状の第１
ボタンベース支持スリット８０１ａ，８０１ａ、および第２ボタンベース支持スリット８
０１ｂ，８０１ｂが形成されている。
【０１５４】
　なお、ランプ基板８１２やバネ８１４，８１６，８２４，８２６を除く上記各部材は、
例えば、ＡＢＳ樹脂等の樹脂材料を用いて射出成型等の成形手段で各図に示す形状に一体
成型される。また、第１操作ボタン８１１は有色透明を含む透明な樹脂材料を用いて成型
される。
【０１５５】
　ベースフレーム８０１は、中央のボタンベース収容部から左右に延びて成型され、右方
には第１球抜き弁を枢支する第１支軸８０１ｓ、左方には第２球抜き弁を支持する第２支
軸８０１ｔがそれぞれ上方に突出して一体成型されている。また、右方に延びるベースフ
レーム８０１の後部には皿部材６２に形成された球抜き口６２ｃと位置整合してダクト状
の球通し口８０１ｅが成型されており、下方に位置する通路部材６５との間を繋いで、球
抜き口６２ｃと下方導出路５７との間を結ぶ第１球抜き路７３を形成させる。ベースフレ
ーム８０１の各部には皿部材６２の底面から下方に突出成型された取付ボス６２ｆ，６２
ｆ…と位置整合してこのボスと嵌合する嵌合接続部８０１ｆ，８０１ｆ…が設けられてい
る。
【０１５６】
　第１球抜き弁８１５は、各図に示すように、皿部材６２の底面傾斜に合わせてやや傾斜
した横長円形の閉鎖面を有し球抜き口６２ｃを塞ぐ弁板８１５ｂと、この弁板８１５ｂか
らクランク状に延びる基部とを主体として一体成型により形成され、基部には円筒状の軸
受部８１５ｓと、軸状の押圧作用軸８１５ｃがともに下方に突出して一体成型されている
。また、弁板８１５ｂの下面には球通し口８０１ｅの上端面と係合する円弧状のリブ８１
５ｅが成型され、弁板８１５ｂの先端部にはベースフレーム８０１に形成されたガイドリ
ブ８０１ｒの上端面と係合する舌片状の支持突辺８１５ｒが成型されており、ともに弁板
８１５ｂの滑らかな開閉と補強とを兼ね備えた構成になっている。
【０１５７】
　第１球抜き弁８１５は、軸受部８１５ｓの外周に捻りバネ８１６を係合させた状態で、
この軸受部８１５ｓをベースフレームの第１支軸８０１ｓに枢支させ、捻りバネ８１６の
両端部を第１支軸８０１ｓの左右に位置するベースフレームの側壁に掛止させて、軸受部
８１５ｓの上方から第１支軸８０１ｓにねじを螺合させることで、第１支軸８０１ｓに水
平面内に揺動可能に枢支され、常には捻りバネ８１６の付勢力で弁板８１５ｂが球通し口
８０１ｅを塞ぐ閉鎖角度位置に保持される。
【０１５８】
　第１操作ボタン８１１、ランプ基板８１２、第１ボタンベース８１３は、第１ボタンベ
ース８１３にランプ基板８１２を係止保持させ、その前方から第１操作ボタン８１１を第
１ボタンベース８１３に圧入または接着固定することにより一体化され、一体の操作ボタ
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ンとして機能する。第１ボタンベース８１３の下端左右には左右に弾性変形可能なロック
爪状のスライド突起８１３ａ，８１３ａが下方に突出して成型され、第１ボタンベースの
背面側には付勢バネ８１４の内周を支持する支持突起８１３ｄが成型されている。
【０１５９】
　前面側に第１操作ボタン８１１およびランプ基板８１２を組み付け、背面側に付勢バネ
８１４を掛止させた第１ボタンベース８１３は、ベースフレーム８０１の上方から第１ボ
タンベースの収容部に挿入し、左右のスライド突起８１３ａ，８１３ａを第１ボタンベー
ス支持スリット８０１ａ，８０１ａに係合させることで、ベースフレーム８０１に前後方
向にのみスライド移動可能に支持され、常には付勢バネ８１４のバネ力で前方に付勢され
て、第１ボタンベース８１３の前面下端部がベースフレーム８０１の前端に形成された係
止リブに係合した前端位置に保持される。
【０１６０】
　第１ボタンベース８１３の右上部には、第１球抜き弁８１５における押圧作用軸８１５
ｃの外周面と係合可能な押圧壁８１３ｃが形成されており、上記のように第１ボタンベー
ス８１３をベースフレーム８０１に組み付けたときに、押圧壁８１３ｃが押圧作用軸８１
５ｃの前方に位置し、第１操作ボタン８１１が後方に押し込まれたときに、その押圧力を
押圧作用軸８１５ｃに伝達可能になっている。
【０１６１】
　このため、付勢バネ８１４のバネ力に抗して第１操作ボタン８１１を後方に押し込むと
、一体化された第１操作ボタン８１１，ランプ基板８１２，第１ボタンベース８１３が後
方にスライド移動し、これとともに移動する押圧壁８１３ｃに押圧作用軸８１５ｃが押圧
されて第１球抜き弁８１５が第１支軸８０１ｓを揺動軸として平面視における時計回りに
揺動し、弁板８１５ｂが開く右斜め前方に移動する。そして、第１ボタンベース８１３の
後端がベースフレーム８０１の後壁面に当接するまで押し込まれると、弁板８１５ｂが球
通し口８０１ｅの上方から待避した開放角度位置に配設されるようになっている。
【０１６２】
　一方、第２球抜き弁８２５は、上下に延びるリブを有してボックス状に形成された基部
とこの基部から細長く延びる板状の弁板８２５ｂとを有して一体成型により形成され、基
部には下方に延びる円筒状の軸受部８２５ｔと、上面から上方に突出成型された軸状の押
圧作用軸８２５ｃが形成されている。弁板８２５ｂの先端部は後方に向けて薄くなる斜面
状に成型されており、弁板８２５ｂの開閉を容易、確実化させるとともに、弁板８２５ｂ
が案内通路７２と第２球抜き通路との間を仕切る閉鎖位置において、遊技球をカセット口
７２ｂ方向（後方）に案内して滑らかに球送りカセット７１に送り出せるようになってい
る。また、基部の上面には引っ張りバネ８２６を掛止するバネフック８２５ｕが成型され
、ベースフレーム８０１の左端にも同様のバネフック８０１ｕが成型されている。
【０１６３】
　第２球抜き弁８２５は、軸受部８２５ｔをベースフレームの第２支軸８０１ｔに枢支さ
せ、軸受部８２５ｔの上方から第２支軸８０１ｔにねじを螺合させることで第２支軸８０
１ｔに水平面内に揺動可能に枢支され、さらに引っ張りバネ８２６を第２球抜き弁のバネ
フック８２５ｕとベースフレームのバネフック８０１ｕとに掛止させて張り渡すことで、
常には引っ張りバネ８２６の付勢力で弁板８２５ｂが案内通路７２と第２球抜き通路７４
との間を仕切る閉鎖角度位置に保持される。
【０１６４】
　第２操作ボタン８２１と第２ボタンベース８２３とは、全体としては、前述した第１操
作ボタン８１１およびボタンベース８１３と同様に成型され、第２ボタンベース８２３の
前方に第２操作ボタン８２１を圧入または接着固定することにより接合されて一体の操作
ボタンとして機能する。第２ボタンベース８２３の下部左右には左右に弾性変形可能なロ
ック爪状のスライド突起８２３ｂ，８２３ｂが下方に突出して成型され、第２ボタンベー
ス８２３の背面側には付勢バネ８２４の内周を支持する支持突起８２３ｄが成型されてい
る。
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【０１６５】
　第２操作ボタン８２１が接合された第２ボタンベース８２３は、背面側に付勢バネ８２
４を掛止させて、ベースフレーム８０１の上方から第２ボタンベースの収容部に挿入し、
左右のスライド突起８２３ｂ，８２３ｂを第２ボタンベース支持スリット８０１ｂ，８０
１ｂに係合させることで、ベースフレーム８０１に前後方向にのみスライド移動可能に支
持され、常には付勢バネ８２４のバネ力で前方に付勢されて、第２ボタンベース８２３の
前面下端部がベースフレーム８０１の前端に形成された係止リブに係合した前端位置に保
持される。
【０１６６】
　第２ボタンベース８２３の左上部には、後方に突出して第２球抜き弁８２５における押
圧作用軸８２５ｃと係合可能な押圧リブ８２３ｃが形成されており、上記のように第２ボ
タンベース８２３をベースフレーム８０１に組み付けたときに、押圧リブ８２３ｃが押圧
作用軸８２５ｃの前方に位置し、第２操作ボタン８２１が後方に押し込まれたときに、そ
の押圧力を押圧作用軸８２５ｃに伝達可能になっている。
【０１６７】
　このため、付勢バネ８２４のバネ力に抗して第２操作ボタン８２１を後方に押し込むと
、一体化された第２操作ボタン８２１と第２ボタンベース８２３とが後方にスライド移動
し、これとともに移動する押圧リブ８２３ｃに押圧作用軸８２５ｃが押圧されて第２球抜
き弁８２５が第２支軸８０１ｔを揺動軸として平面視における反時計回りに揺動し、弁板
８２５ｂが開く前方に移動する。そして、第２ボタンベース８２３の後端がベースフレー
ム８０１の後壁面に当接するまで押し込まれると、弁板８２５ｂが案内通路７２と第２球
抜き路７４との間から待避した開放位置に配設されるようになっている。
【０１６８】
　このように部分組み立てされた球抜きユニット８００は、皿部材６２の底面に突出成型
された複数の取付ボス６２ｆ，６２ｆ…に、それぞれ対応してベースフレーム８０１に成
型された嵌合接続部８０１ｆ，８０１ｆ…を嵌合させ、下面側からネジ８０６を螺合締結
することにより、皿部材６２の底面下側に取り付けられる。そして、皿部材６２の前方に
上下の外郭カバー体６３，６４、皿部材の後方に通路部材６５が取り付けられたあて板６
１を組み付けることで、球皿６が組み立てられる。
【０１６９】
　こうして球皿６が組み立てられると、球皿６の前面に、第１操作ボタン８１１および第
２操作ボタン８２１が露出し、押圧操作可能に配設される。また、球皿６の内部では、第
１球抜き弁の弁板８１５ｂが皿部材の球抜き口６２と第１球抜き路７３との間に位置して
、常には捻りバネ８１６の付勢力で球抜き口６２ｃを閉鎖する閉鎖角度位置に配設され、
皿部材６２に貯留された遊技球が皿部材に貯留保持されるとともに、この弁板８１５ｂの
上面を転動して案内通路７２に流下する。
【０１７０】
　また、案内通路７２の下流端部では、第２球抜き弁の弁板８２５ｂが案内通路７２と第
２球抜き路７４との間に位置して、常には引っ張りバネ８２６の付勢力でこれらの通路の
連通を遮断する閉鎖角度位置に配設され、案内通路７２内の遊技球をカセット口７２ｂか
ら球送りカセット７１に案内する。
【０１７１】
　第１操作ボタン８１１が押圧され、付勢バネ８１４の付勢力に抗して後方に押し込まれ
ると、第１操作ボタン８１１，ランプ基板８１２，第１ボタンベース８１３が後方にスラ
イド移動し、押圧壁８１３ｃが第１球抜き弁８１５の押圧軸８１５ｃを押圧して第１球抜
き弁８１５を平面視における時計回りに揺動させ、弁板８１５ｂが開方向に移動して球抜
き口６２ｃと第１球抜き路７３とを連通させる。そして、第１ボタンベース８１３の後端
がベースフレーム８０１の後壁面に当接するまで押し込まれると、弁板８１５ｂが球抜き
口６２ｃの下方から待避して開口のほぼ全体を開放する開放角度位置に配設される。
【０１７２】
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　このため、皿部材６２に貯留されていた遊技球は、球抜き口６２ｃおよび第１球抜き路
７３を通って通路部材６５に囲まれた下方導出路５７を流下し、球皿下端の出口開口５９
から排出される。従って、遊技者は遊技島に設置されたテーブル上に球貯留箱を載置して
第１球抜きボタン８１１を押圧操作することで、皿部材６２に貯留された遊技球を球貯留
箱に排出させることができる。この第１球抜き機構８１による排出経路では、直径が約３
cm程度と比較的大口径の球抜き口６２ｃが案内皿部６２ａの中央部に設けられており、か
つ、球抜き口６２ａのほぼ全体が開放されるため、皿部材６２に貯留された遊技球を大量
且つ迅速に排出させる球抜き操作（例えば、大当たり発生時に遊技を続行しながら行う球
抜き操作や遊技終了後に行う球抜き操作）に適した構成になっている。
【０１７３】
　一方、第２操作ボタン８２１が押圧され、付勢バネ８２４の付勢力に抗して後方に押し
込まれると、第２操作ボタン８２１と一体化された第２ボタンベース８２３が後方にスラ
イド移動し、押圧リブ８２３ｃが第２球抜き弁８２５の押圧軸８２５ｃを押圧して第２球
抜き弁８２５を平面視における反時計回りに揺動させ、弁板８２５ｂが開く前方に移動す
る。そして、第２ボタンベース８２３の後端がベースフレーム８０１の後壁面に当接する
まで押し込まれると、弁板８２５ｂが案内通路７２と第２球抜き路７４との間から完全に
待避した開放位置に配設される。
【０１７４】
　このため、案内通路７２に位置していた遊技球は、第２球抜き路７４を通って下流端の
合流口７４ｂから下方導出路５７に流出し、この下方導出路５７を流下して球皿下端の出
口開口５９から排出される。従って、例えば上記第１球抜き機構８１による球抜き処理を
行った後に、なお案内通路７２に残留する遊技球をこの第２球抜き機構８２を利用して球
貯留箱に全量排出させることができる。
【０１７５】
　なお、第２抜き機構８２では、案内通路７２に位置する遊技球が１列の整列状態で排出
されるため、この第２球抜き機構８２のみをもって第１球抜き機構８１のように大量且つ
迅速な球抜き処理することはできない。しかし、第１球抜き機構８１と第２球抜き機構８
２とを同時に開放操作して球抜き処理を行えば、さらに迅速な球抜き処理を行うことがで
きる。
【０１７６】
　本パチンコ機ＰＭに装備された球抜き機構８０では、第１球抜き機構８１の操作ボタン
８１１と第２球抜き機構８２の操作ボタン８２１とを球皿６の前面に隣接して配設すると
ともに、両ボタンの操作形態をともに同一方向への押圧操作としている。このため、遊技
者は第１球抜き機構８１と第２球抜き機構８２とを各々独立して選択操作できるほか、第
１操作ボタン８１１と第２操作ボタン８２１とを片手で、しかも同一方向への簡単な押圧
操作で同時に開放操作することができ、第１球抜き機構８１と第２球抜き機構８２とを同
時に開放させて迅速な球抜き処理を行うことができる。
【０１７７】
　なお、球抜き機構８０では、第１操作ボタン８１１および第２操作ボタン８２１を前後
に一定範囲でスライド移動可能に支持する支持構造を、ベースフレーム８０１とボタンベ
ース８１３，８２３との間に設けており、第１操作ボタン８１１と第２操作ボタン８２１
とを相互に隣接させて、これらを区分する区分壁を設けない構成とすることもできる。こ
のような構成によれば、第１操作ボタン８１１と第２操作ボタン８２１とを同時に押圧操
作する場合であっても、指が区分壁に当接するようなことがなく軽快に球抜き処理を行う
ことができる。
【０１７８】
　さて、本パチンコ機ＰＭでは、上記球抜き機構８０に満杯報知システム９００が併設さ
れている。この満杯報知システム９００は図３２にブロック図を示すように、満杯報知検
出スイッチ９１０、払出制御基板９２０、ランプ制御基板９３０、および既述した主基板
９２、ランプ基板８１２等からなり、連続した大当たりなどによって皿部材６２に遊技球
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が充満し、さらに貯留ケース２５の収容空間Ｓ１，Ｓ２まで遊技球が満杯となって球払出
装置３４から賞球を払い出せない状態になったときに、この満杯状態を報知するとともに
、第１球抜きボタン８１１を操作して球抜き処理を行うように促すシステムである。
【０１７９】
　この満杯報知システムの代表例として、球払出装置３４の直下に位置する球払出通路３
５に賞球路満杯検出スイッチ９１１を設けた場合について説明する。図１４および図１６
に示すように、球払出通路３５の通路カバーには球払出装置３４の直下に位置して前後に
揺動可能に満杯検出レバー３６が設けられており、常には、図示省略するバネによって満
杯検出レバー３６の下部が球払出通路３５にわずかに突出した通常位置に配設されている
。
【０１８０】
　一方、連続した大当たりの発生等によって皿部材６２および貯留ケース２５の収容空間
Ｓ１，Ｓ２まで遊技球が満杯となり、払い出された賞球が球払出通路３５をさかのぼるよ
うに充満して満杯検出レバー３６の配設位置まで貯留されると、貯留された賞球によって
満杯検出レバー３６が後方に押圧されて揺動し、このレバーの背後に位置する賞球路満杯
検出スイッチ９１１の接点を反転させて満杯状態が検出される。
【０１８１】
　賞球路満杯検出スイッチ９１１の検出信号は球払出基板９２０の満杯判定部９２１に入
力されており、満杯判定部９２１は賞球路満杯検出スイッチ９１１から満杯状態の検出信
号が入力されると、満杯コマンド送信部９２１に信号を出力して満杯コマンド信号を主基
板９２に出力する。
【０１８２】
　主基板９２には満杯コマンド信号を受信する満杯コマンド受信部９２ａと、満杯コマン
ド信号が受信されたときに満杯報知ランプ信号を送信する満杯報知ランプ信号送信部９２
ｂとが設けられており、主基板９２は満杯コマンド受信部に満杯コマンド信号が入力され
たときに満杯報知ランプ信号送信部９２ｂから満杯報知ランプ信号をランプ制御基板９３
０に出力させる。
【０１８３】
　ランプ制御基板９３０には、満杯報知ランプ信号を受信する満杯報知ランプ信号受信部
９３１と、満杯報知ランプ信号が受信されたときにその信号に応じた駆動電流を出力する
ランプ駆動部９３２とが実装されており、満杯報知ランプ信号受信部９３１に満杯報知ラ
ンプ信号が入力されると、ランプ駆動部９３２からその信号に応じた駆動電流、例えばパ
ルス状の駆動電流をランプ基板８１２の満杯報知ランプ８１２ｈに出力し、満杯報知ラン
プ８１２ｈを点滅させる。
【０１８４】
　ここで、前述したように、ランプ基板８１２は球抜き機構８０における第１球抜き操作
ボタン８１１と第１ボタンベース８１３との間に内蔵されており、満杯報知ランプ８１２
ｈはこのランプ基板８１２に実装されている。また、第１操作ボタン８１１は有色透明を
含む透明な樹脂材料で一体成型されている。
【０１８５】
　このため、遊技中に連続した大当たりが発生して皿部材６２に遊技球が充満し、さらに
貯留ケース２５の収容空間Ｓ１，Ｓ２まで遊技球が満杯となって球払出装置３４から賞球
を払い出せない状態になったときに、満杯報知システム９００によって第１操作ボタン８
１１内の満杯報知ランプ８１２ｈが点滅発光され、球払出通路３５が満杯で賞球を払い出
せない旨報知するとともに、遊技を続行しながら迅速に球抜き処理できる第１球抜きボタ
ン８１１を点滅させて明示し、球抜き処理を行うように促す。第１操作ボタン８１１の前
面には「ＰＵＳＨ」の文字が浮き出すように一体成型されており、上記点滅表示と相まっ
て遊技者に直感的にその意味内容が理解されるようになっている。
【０１８６】
　従って、遊技者は第１操作ボタン８１１が点滅発光したときに、貯留ケース２５が既に
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満杯で球抜き処理が必要であることを直ちに理解できるとともに、当該点滅発光している
第１操作ボタン８１１を押圧操作することで、迷うことなく的確な球抜き処理を行うこと
ができる。
【０１８７】
　なお、以上では、満杯検出スイッチ９１０の一例として、球払出通路３５に賞球路満杯
検出スイッチ９１１を設けた例を示したが、図３２中に二点鎖線で付記したように球貯留
ケース２５にその満杯状態を検出する貯留ケース満杯検出スイッチ９１２を設ける構成と
してもよい。また、主基板９２に満杯判定部９２ｃを設けて満杯検出スイッチ９１０から
の検出信号を直接入力させ、この満杯判定部９２ｃによる判定結果に基づいて満杯報知ラ
ンプ信号送信部９２ｂから満杯報知ランプ信号を出力させるように構成してもよい。
【符号の説明】
【０１８８】
　ＢＦ　ファール球
　ＢＨ　発射球
　ＢＳ　賞球
　Ｌ１　レバー
　Ｌ２　レバー
　Ｓ　収容空間（Ｓ１　主収容空間、Ｓ２　補助収容空間）
ＰＡ　遊技領域
ＰＭ　パチンコ機
　１　外枠
　２　前枠（２ａ　収容枠）
　３ａ，３ｂ　ヒンジ機構
　４　施錠装置
　５　ガラス扉
　６　球皿
　７ａ，７ｂ，７ｃ　ヒンジ機構
　８　操作ハンドル
　９　球皿施錠装置
（９ａ　操作レバー、９ｂ　昇降杆、９ｆ　係止フック、９ｕ　押圧片）
１０　遊技盤
１１　化粧板
１２　ガイドレール
１３　レール飾り
１４　入賞具
１５　図柄表示装置
１６　球戻り規制片
１７　アウト口
１８　球寄せカバー
２０　遊技補助盤
２１　打球発射装置
（２１ａ　発射装置取付部、２１ｂ　取付開口、２１ｃ　仕切壁、
　２１ｄ　発射装置カバー、２１ｈ　発射レール）
２２　ファール球回収部材
（２２ｆ　ファール球回収口、２２ｈ　発射口）
２３　ファール球回収通路
２４　貯留ケース収容部
（２４ｂ　位置決め突起、２４ｃ　ガイド突起）
２５　貯留ケース
（２５ｄ　ケース出口、２５ｆ　ファール球受容口、２５ｓ　賞球受容口）
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２６　シャッタ取付部（２６ｒ　ガイドレール）
２７　係止部材（２７ｆ　干渉部）
２８　枠側シャッタ
２９　シャッタストッパ
（２９ｂ　支持突起、２９ｃ　操作つまみ部）
３０　裏セット盤
３１　球貯留タンク
３２　タンクレール
３３　待機通路
３４　球払出装置
３５　球払出通路
（３５ｒ　案内リブ、３５ｓ　賞球出口）
３６　賞球路満杯検出スイッチ
３７ａ　アウト球通路
３７ｂ　球抜き通路
３７ｃ　集合排出通路
３８　セーフ球通路
４０　音響装置
４１　スピーカ
４２　スピーカベース
４３　エンクロージャカバー
４４　ダクト（４４ｐ　ポート）
４５　前方音室壁
４６　前方導出壁
４８　取付ネジ
５１　スピーカ収容室
５２　開口
５３　後方音室
５５　前方音室
５６　前方導出路
５７　下方導出路
５８　音響グリル
５９　出口開口
６１　当て板
（６１ｄ　球皿通出口、６１ｒ　支持リブ）
６２　皿部材
（６２ａ　案内皿部、６２ｂ　貯留皿部、６２ｃ　球抜き口、
　６２ｆ　取付ボス）
６３　外郭カバー体
６４　外郭カバー体
６５　通路部材
６６　導出路カバー（６６ｈ　透孔）
６７　案内通路カバー
７１　球送りカセット
（７１ｃ　球送りカム、７１ｅ　電磁石）
７２　案内通路
（７２ｂ　カセット口、７２ｈ　ガイドリブ）
７３　第１球抜き路
７４　第２球抜き路（７４ｂ　合流口）
７５　貯留ケース透視窓
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７８　皿側シャッタ
８０　球抜き機構
８１　第１球抜き機構
８２　第２球抜き機構
９１　電源基板
９２　主基板
（９２ａ　満杯コマンド受信部、９２ｂ　満杯報知ランプ信号送信部、
　９２ｃ　満杯判定部）
９５　画像制御基板
２１０　発射装置ユニット
２１１　ベースプレート
２１２　ロータリーソレノイド
２１３　ハンマ
２１４　クッションゴム
２１５　クッションゴム
２１６　発射球ホルダ
２１８　ネジ
２５１　ケース本体
（２５１ａ　リブ、２５１ｂ　位置決めフランジ、２５１ｃ　係止辺、
　２５１ｄ　ヒンジ突起）
２５２　蓋部材
（２５２ｃ　ガイドレール、２５２ｄ　ヒンジ孔、２５２ｓ　緩衝ガイド部、
　２５２ｆ　球均し部、２５２ｇ　開口）
２５３　透視部材（２５３ｅ　ロック爪）
２８０　枠側シャッタユニット
２８１　シャッタベース
（２８１ａ　ベース部、２８１ｂ　アーム支持部、２８１ｃ　支ピン、
　２８１ｄ　バネ支柱、２８１ｆ　干渉突起、２８１ｒ　ガイドリブ、
　２８１ｊ　ロック爪、２８１ｋ　ロック解除レバー２８１ｓ　支軸）
２８２　第１リンクアーム
（２８２ｓ　揺動支点、２８２ｔ　リンク支点、２８２ｕ　押圧支点、
　２８２ｅ　係止部）
２８３　第２リンクアーム
（２８３ｓ　揺動支点、２８３ｔ　リンク支点）
２８４　引っ張りバネ
２８５　枠側シャッタブレード
（２８５ａ　プレート部、２８５ｂ　昇降機構部、２８５ｔ　リンク突起
２８６　シャッタケース
（２８６ｆ　支持フォーク、２８６ｇ　案内突起）
２８７　ロックアーム
（２８７ｃ　ピン係合孔、２８７ｄ　バネ支柱挿通孔、２８７ｅ　支持片部、
　２８７ｆ連繋凸部）
２８８　コイルバネ
７８０　皿側シャッタユニット
７８１　ベースプレート
（７８１ａ　ベース部、７８１ｂ　機構収容部、７８１ｃ　ガイドスリット、
　７８１ｆ　固定フランジ、７８１ｇ　球皿係合部）
７８３　ガイド軸
７８４　コイルバネ
７８５　皿側シャッタブレード
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　７８５ｆ　支持フォーク、７８５ｇ　スライド突起、）
７８６　Ｅリング
８００　球抜きユニット
８０１　ベースフレーム
（８０１ａ　第１ボタンベース支持スリット、
　８０１ｂ　第２ボタンベース支持スリット、８０１ｅ　球通し口、
　８０１ｆ　嵌合接続部、８０１ｒ　ガイドリブ、８０１ｓ　第１支軸、
　８０１ｔ　第２支軸、８０１ｕ　バネフック）
８０６　ネジ
８１１　第１操作ボタン
８１２　ランプ基板（８１２ｈ　満杯報知ランプ）
８１３　第１ボタンベース
（８１３ａ　スライド突起、８１３ｃ　押圧壁、８１３ｄ　支持突起）
８１４　付勢バネ
８１５　第１球抜き弁
（８１５ｂ　弁板、８１５ｃ　押圧作用軸、８１５ｅ　リブ、
　８１５ｒ　支持突辺、８１５ｓ　軸受部）
８１６　捻りバネ
８２１　第２操作ボタン
８２３　第２ボタンベース
（８２３ｂ　スライド突起、８２３ｃ　押圧リブ、８２３ｄ　支持突起）
８２４　付勢バネ
８２５　第２球抜き弁
（８２５ｂ　弁板、８２５ｃ　押圧作用軸、８２５ｔ　軸受部、
　８２５ｕ　バネフック）
８２６　引っ張りバネ
９００　満杯報知システム
９１０　満杯検出スイッチ
９１１　賞球路満杯検出スイッチ
９１２　貯留ケース満杯検出スイッチ
９２０　払出制御基板
９２１　満杯判定部
９２２　満杯コマンド送信部
９３０　ランプ制御基板
（９３１　満杯報知ランプ信号受信部、９３２　ランプ駆動部）
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